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橋建協ではオリジナルジグソーパズル・ペーパークラフトを製作しています。 今年（第8弾）は、「気仙沼湾横断橋と気仙沼大島大橋」で
す。今後主催する各種イベント、小学生現場見学会、出前講座、壁紙カレンダーへの応募で入手可能となっております。

オリジナルジグソーパズル協橋建 オリジナルペーパークラフト橋 協建
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❶ 橋建協紹介 協会概要、組織、所在地等

❷ 出版物 橋建協発行の書籍、パンフレット、技術資料

❸ 活動情報 協会並びに関係団体の講演会
講習会のお知らせや研究活動内容

❹ 技術者向け情報 橋梁年鑑、技報、技術短信、鋼橋Q&Aと
鋼橋に関する技術情報のコンテンツ

❺ 一般向け情報 橋の魅力を紹介するコンテンツ

季節の壁紙カレンダープレゼント

｜ご挨拶｜概要｜五つの誓い｜組織｜役員｜事務局員
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｜登録橋梁基幹技能者講習｜伊藤 學賞｜各種受賞実績

｜鋼橋へのアプローチ｜鋼橋の架設｜鋼橋の製作
●これから橋梁を学ぶ皆様向け

｜鋼橋のQ＆A｜橋梁年鑑データベース｜技術資料｜技報データベース
｜技術短信｜鋼橋の統計データ｜耐候性鋼橋梁の実績資料集
｜耐候性鋼橋 さび外観評価補助システム

●橋梁技術者の皆様向け

｜橋の写真館｜橋のデータ館
｜橋がつなぐみんなの未来
｜キッズコーナー｜橋の壁紙
｜小学生現場見学会
｜季節の壁紙カレンダープレゼント

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町12 
※一般書店（東京官書普及株式会社以外）では取り扱っておりません。

東京官書普及株式会社　TEL 03-3291-5773

03-3291-5780FAX

購入方法

SNSで橋梁の魅力や橋にまつわることを発信しています！

検索橋建協 活動情報
https://www.jasbc.or.jp/activity/
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❹ ❺

直接
一般社団法人 日本橋梁建設協会の窓口にてお頒けします。
※協会員に限り、協会窓口からの郵送をお受けいたします。

郵送・宅送
下記の販売代行店へFAXでお申し込み下さい。

ケン・ブリッちくんの
LINEスタンプ
発売中です♪
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K o u k y o u K o u k y o u

新年度 会長挨拶

　この度、満岡前会長の後を受けて、一般社団法人
日本橋梁建設協会会長を務めさせて頂くことになり
ました。会長就任にあたりまして皆様にご挨拶を申
し上げます。
　令和３年は、前年に引き続き新型コロナウイルスが
猛威を振い、収束が見通せない不安定な情勢が続
いております。感染された方々、そのご関係の方々に
は心からお見舞い申し上げます。また、この災禍に献
身的に取り組まれている医療従事者をはじめとした
エッセンシャルワーカーの方々、国・自治体等の行政
の皆様方に、心より敬意を表し感謝申し上げます。
　このような厳しい情勢下、公共工事は社会基盤の
安定維持の観点から「継続を求められる事業」とし
て位置付けられており、その一翼を担う当協会としま
しても、「鋼橋の建設現場における新型コロナウイル
ス感染予防対策ガイドライン」を策定し、協会会員各
社と一丸となり事業継続に日々取り組んでおります。
　また、近年、気候変動の影響による激甚災害の頻
発や大地震等の発生リスクも指摘され、大規模災害
への備えが国家的な課題となっております。
　当協会も、このような厳しい環境に対応すべく社
会資本整備の重要性を強く認識し、次の事項を重
要課題として取り組んでまいります。
　まず一つ目は、デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）の推進です。国土交通省が進めるi-Construction
に呼応して、当協会では、i-Bridge推進特別ＷＧを
平成２９年に設置し、ＩＣＴを主とした鋼橋事業へ
の新技術の適用について、検討活動を続けておりま
す。その成果として昨年度は、高所からの墜落・転落
災害防止支援システム「Safe-Tracker」を開発致しま
した。
　また、今年度よりＩＣＴ活用の更なる推進を目指し、
協会独自の制度として「i-Bridge適用工事制度」を施
行し、ＩＣＴの活用を強力に支援することと致しまし
た。加えてi-Bridge推進特別ＷＧを「ＤＸ推進特別小
委員会」として装いを新たにし、様 な々面で鋼橋事業
の成長に貢献してまいります。
　二つ目は、防災・減災への取り組み強化です。今
年は東日本大震災発生から１０年の節目となります。

当協会では、国土
交通省をはじめ多
くの道路管理者と
災害 協定を 締 結
し、大規模災害発
生時には迅速に被
災地域の鋼橋の点検を行ってまいりました。点検に
は膨大な労力を必要とすることから、昨年度は効率
的な点検を実現し道路管理者と迅速な情報共有が
可能なシステム「B-map」のプロトタイプを開発しま
した。今年度はシステムが参照するデータベースの
構築を道路管理者と共同で行う予定です。
　また、近年の激甚災害で被災した鋼橋の復旧工事
では、極めて短期間で復旧を完了し、鋼橋の災害時
における早期機能復旧・修復に資する技術・工法を
お示しすることができました。今後も道路管理者と協
力して社会基盤の安定維持に貢献してまいります。
　三つ目は、担い手確保と技術伝承の推進です。
昨年度の鋼道路橋の当協会受注金額における保全
工事の比率は４７％と急増しております。そのような
状況のもと、さらに新設橋梁を建設し、年々増えつ
つある老朽化した橋梁の延命化を図るためには、担
い手確保と技術伝承が大前提となります。平成２６
年にいわゆる担い手三法が施行され、週休二日現
場の増加や設計労務単価の着実な上昇等の成果
が表れておりますが、引き続き担い手確保・技術伝
承に向けた更なる環境整備に向けて、要請・提案
活動を積極的に行ってまいります。また、当協会で
は一昨年度より鋼橋の魅力を発信するため、若手
中心で構成された戦略広報ＷＧを設置し、企画立
案やＳＮＳ発信等広報活動を行っております。今後
も鋼橋の魅力を効果的に伝えるべく活動を強化し
てまいります。
　以上の協会活動を着実に進めていくには、会員の
皆様のご理解とご協力が不可欠でございます。皆様
からのご意見を拝聴しながら、会長としての責務を
果たして参る所存ですので、今後ともご指導、ご鞭
撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

一般社団法人 日本橋梁建設協会　会 長 髙 田  和 彦

新年度 専務理事挨拶

一般社団法人 日本橋梁建設協会　専務理事 縄 田  正

２０２０年９月より副会長兼専務理事を務めてお
ります。学生時代は都市交通計画を専攻したうえ
に研究室ではなくアメフトの練習でグランド通いで
したので、橋梁の専門知識を得ないままに卒業。さ
らに旧建設省入省後は３６年間、道路局を中心に
勤務してまいりましたが、橋梁の専門的分野での経
験は無く甚だ経験不足ですので皆様のご指導のほ
どよろしくお願いいたします。

橋梁との関りを思い起こしますと、昭和の終わ
り、元副会長の下保氏が上司だった道路局有料道
路課の係長時代にかつしかハープ橋、瀬戸大橋が
華々しく供用した事が思い出されます。残念ながら
開通式は本省で留守番役でした。私は基本的に予
算、事業計画、資金調達が主な業務でしたが、横浜
ベイブリッジが完成に向けて着 と々工事を進めて
いる中、橋脚に展望台を設けて有料の遊歩道を後
付けする計画が突然持ち上がり、この時は関係者
の皆様と構造計算や有料道路制度の整理を行い、
供用に間に合わせるのに苦心した事も懐かしく思い
出されます。

次に平成５・６年、技術調査室時代のコリンズ作
成です。建設業の談合問題で知事や市長が次々に
逮捕され入札改革が行われた時期に担当補佐とし
て一般競争の導入を行いました。この際、会社の過
去の実績を入札要件に採用しましたが当時は実績
のデータベースが全くありませんでした。そこで工
事完成にあわせて工事と技術者の実績を登録して
頂く現在の制度を発案し、当時の同僚（現事務次官
の山田氏）とともに１年余りで導入しました。当初は
メタル業界の方々から「工場製作を持つ特殊性が
技術者評価に反映されにくい」、中小建設業の方々
から「パソコンを持っていないので登 録できな
い」、など多方面から様々な指摘も受けましたが、
先ずは導入して走りながら改定していくという方針
で推し進めました。当時から２５年以上を経て未だ
に改定の要望が続いているのは不徳の致すところ
です。制度は一定の評価を頂いていますが改正点は

今後も指摘して行
きたいと考えてい
ます。

その後、国道課
で国道事業調整
官として全国の改
築事業を担当している折に甘い発注要件の一般競
争が原因とみられる福島県のアーチ橋の施工ミス事
案や道路公団へ民営化業務で出向していた時に橋
梁談合捜査で特捜部に強制捜査を受けた事案、道
路経済調査室長時代に道路特定財源廃止が国会
議論となり海洋架橋調査が一時凍結された事案な
ど橋梁関連では負のイメージが続いておりました。

しかしながら高速道路課長時代に発災した東日
本大震災では交通機関が大きな被災を受ける中で、
従来の補強の成果として高速道路の橋梁は落橋倒
壊を免れ、いち早く復旧復興の大動脈として活躍す
ることができました。これを契機にネットワーク確保
の重要性が再認識され東北の復興支援道路計画の
展開に繋がりました。東北地整局長時代には地元の
方々の早期整備の要望に応えるべく大規模な発注
に関わりましたが、当会員の皆様には一括発注に対
応して頂くなど大変ご協力頂き、感謝申し上げます。
さらにこの教訓は高速道路をはじめとする幹線道
路の大規模修繕計画に繋がりました。先の道路審
議会国土幹線道路部会でも将来的に高速道路の料
金徴収期間の延長や無料区間の有料化を行う事で
修繕費用を確保する方針が議論されました。今後は
ネットワークの充実とともに修繕工事への対応が重
要な課題になる事は間違いありません。この課題に
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進、カー
ボンニュートラルへの対応を組み合わせた事業展開
の実現が当協会に課せられた短期的、長期的な課
題と認識しています。今後とも会員の皆様のご支援
ご協力を頂きながら髙田会長、川畑副会長、川上副
会長はじめ理事の皆様と一致団結して取り組んでま
いりますので、よろしくお願いいたします。
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　三つ目は、担い手確保と技術伝承の推進です。
昨年度の鋼道路橋の当協会受注金額における保全
工事の比率は４７％と急増しております。そのような
状況のもと、さらに新設橋梁を建設し、年々増えつ
つある老朽化した橋梁の延命化を図るためには、担
い手確保と技術伝承が大前提となります。平成２６
年にいわゆる担い手三法が施行され、週休二日現
場の増加や設計労務単価の着実な上昇等の成果
が表れておりますが、引き続き担い手確保・技術伝
承に向けた更なる環境整備に向けて、要請・提案
活動を積極的に行ってまいります。また、当協会で
は一昨年度より鋼橋の魅力を発信するため、若手
中心で構成された戦略広報ＷＧを設置し、企画立
案やＳＮＳ発信等広報活動を行っております。今後
も鋼橋の魅力を効果的に伝えるべく活動を強化し
てまいります。
　以上の協会活動を着実に進めていくには、会員の
皆様のご理解とご協力が不可欠でございます。皆様
からのご意見を拝聴しながら、会長としての責務を
果たして参る所存ですので、今後ともご指導、ご鞭
撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

一般社団法人 日本橋梁建設協会　会 長 髙 田  和 彦

新年度 専務理事挨拶

一般社団法人 日本橋梁建設協会　専務理事 縄 田  正

２０２０年９月より副会長兼専務理事を務めてお
ります。学生時代は都市交通計画を専攻したうえ
に研究室ではなくアメフトの練習でグランド通いで
したので、橋梁の専門知識を得ないままに卒業。さ
らに旧建設省入省後は３６年間、道路局を中心に
勤務してまいりましたが、橋梁の専門的分野での経
験は無く甚だ経験不足ですので皆様のご指導のほ
どよろしくお願いいたします。

橋梁との関りを思い起こしますと、昭和の終わ
り、元副会長の下保氏が上司だった道路局有料道
路課の係長時代にかつしかハープ橋、瀬戸大橋が
華々しく供用した事が思い出されます。残念ながら
開通式は本省で留守番役でした。私は基本的に予
算、事業計画、資金調達が主な業務でしたが、横浜
ベイブリッジが完成に向けて着 と々工事を進めて
いる中、橋脚に展望台を設けて有料の遊歩道を後
付けする計画が突然持ち上がり、この時は関係者
の皆様と構造計算や有料道路制度の整理を行い、
供用に間に合わせるのに苦心した事も懐かしく思い
出されます。

次に平成５・６年、技術調査室時代のコリンズ作
成です。建設業の談合問題で知事や市長が次々に
逮捕され入札改革が行われた時期に担当補佐とし
て一般競争の導入を行いました。この際、会社の過
去の実績を入札要件に採用しましたが当時は実績
のデータベースが全くありませんでした。そこで工
事完成にあわせて工事と技術者の実績を登録して
頂く現在の制度を発案し、当時の同僚（現事務次官
の山田氏）とともに１年余りで導入しました。当初は
メタル業界の方々から「工場製作を持つ特殊性が
技術者評価に反映されにくい」、中小建設業の方々
から「パソコンを持っていないので登 録できな
い」、など多方面から様々な指摘も受けましたが、
先ずは導入して走りながら改定していくという方針
で推し進めました。当時から２５年以上を経て未だ
に改定の要望が続いているのは不徳の致すところ
です。制度は一定の評価を頂いていますが改正点は

今後も指摘して行
きたいと考えてい
ます。

その後、国道課
で国道事業調整
官として全国の改
築事業を担当している折に甘い発注要件の一般競
争が原因とみられる福島県のアーチ橋の施工ミス事
案や道路公団へ民営化業務で出向していた時に橋
梁談合捜査で特捜部に強制捜査を受けた事案、道
路経済調査室長時代に道路特定財源廃止が国会
議論となり海洋架橋調査が一時凍結された事案な
ど橋梁関連では負のイメージが続いておりました。

しかしながら高速道路課長時代に発災した東日
本大震災では交通機関が大きな被災を受ける中で、
従来の補強の成果として高速道路の橋梁は落橋倒
壊を免れ、いち早く復旧復興の大動脈として活躍す
ることができました。これを契機にネットワーク確保
の重要性が再認識され東北の復興支援道路計画の
展開に繋がりました。東北地整局長時代には地元の
方々の早期整備の要望に応えるべく大規模な発注
に関わりましたが、当会員の皆様には一括発注に対
応して頂くなど大変ご協力頂き、感謝申し上げます。
さらにこの教訓は高速道路をはじめとする幹線道
路の大規模修繕計画に繋がりました。先の道路審
議会国土幹線道路部会でも将来的に高速道路の料
金徴収期間の延長や無料区間の有料化を行う事で
修繕費用を確保する方針が議論されました。今後は
ネットワークの充実とともに修繕工事への対応が重
要な課題になる事は間違いありません。この課題に
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進、カー
ボンニュートラルへの対応を組み合わせた事業展開
の実現が当協会に課せられた短期的、長期的な課
題と認識しています。今後とも会員の皆様のご支援
ご協力を頂きながら髙田会長、川畑副会長、川上副
会長はじめ理事の皆様と一致団結して取り組んでま
いりますので、よろしくお願いいたします。
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各委員会の紹介

企画委員会
委員長　川畑 篤敬

各委員会の令和2年度活動報告と令和3年度活動方針を紹介させて
いただきます。委員会活動を通じて社会へ貢献してまいりますので、
これからも委員会活動へのご理解とご協力をお願い致します。

【令和2年度活動報告】企画委員会は協
会の事業計画の企画立案や組織運営全
般を担う委員会として、発注機関との意見

交換会に向けた重点活動テーマ策定や、鋼橋シェアアップに向け
た鋼橋普及啓発活動を推進してまいりました。昨年度は新型コロナ
ウィルス感染対策に追われる中、前年度に引き続き「働き方改革」の
推進として、週休二日制採用工事での工費・工期の更なる改善の
他、担い手確保の観点から建設技能労働者の処遇改善を発注機
関に要望しました。また、大型プロジェクトを対象にした鋼橋普及啓
発活動では、関係機関に向けての新技術・新材料のPRを実施し、
鋼橋の優位性をご理解して頂きました。
【令和3年度活動方針】鋼橋事業の未来継続的な持続のために
は長期安定的な発注に加え、担い手確保と人材育成が重要であ
ることから、発注機関のご理解を得ながら引き続き、週休二日制の
推進と建設技能労働者の処遇改善の推進を図ります。また、鋼橋
普及啓発活動としては新たなプロジェクトを対象として事業者に望
まれる様な魅力あるLCCに優れた有効な提案を継続していく予定
です。

広報委員会
委員長　瀧上 晶義

【令和2年度活動報告】積極的な広報活
動実施を第一義とし活動を行うべく準備
を行っておりましたが、コロナ禍のためほぼ

すべてのイベントが中止となってしまいました。その中で、インスタグ
ラムによる世間一般の方々への鋼橋の良さアピール、高校生への
模型作成体験、関連学部専攻中の学生へのリモートによる業界講
座、発注実務者や建設コンサルタンツ協会など外部団体との積極
的な意見交換などを行うことが出来ました。
【令和3年度活動方針】昨年度できなかった範囲を含めて、積極的
な広報活動をより推進すべく、委員会内部会・ＷＧ・地区事務所とと
もに、鋼橋の魅力発信に対応して参ります。

安全委員会
委員長　野上　 勇

【令和2年度活動報告】目標に掲げた２年連
続の死亡災害ゼロは、残念ながら達成できませ
んでしたが、重大事故撲滅に向けた安全促進

活動を展開しました。「2020年版わかりやすい災害資料」の編集、「鋼橋工
事災害防止指針」の発行、安全推進優良職長表彰制度の新設、などです。
【令和3年度活動方針】「墜落災害を主とする重大事故防止」、
「発注者とともに取組む安全活動」、「安全管理水準の向上
（PDCA）」を重点テーマに掲げ、2018年に発表した「架設工事の
墜落災害防止対策」の再展開、「橋建協墜落災害撲滅に向けた
統一行動」の再活性化、に主力していきます。

技術委員会
委員長　田中 　進

【令和２年度活動報告】鋼道路橋の便覧
類の改定WGへの参画、官学関係機関と
の共同研究、鋼コンクリート合成床版の協

会図書改定、BIM/CIM仕様構築やミルシート電子化、ICTツール
活用等のi-Bridge推進、に努めました。
【令和３年度活動方針】新型コロナの影響により、工場・現場の遠隔臨
場検査等の従来業務のリモート化・デジタル化が進んでいます。当委
員会の各活動やその情報発信への展開が必要です。IＣＴツール活用
のi-Bridgeから鋼橋事業変革のＤＸへと進化させることを目指します。

保全委員会
委員長　永山 弘久

【令和2年度活動報告】意見交換を中心
とした保全事業の環境改善活動により、直
轄工事に関しては各社が安心して取り組

める環境が整いつつあり、受注金額ベースでは新設に肩を並べる
までになりました。事業環境改善活動以外には、大規模災害時の
橋梁点検調査を支援するシステムの開発（B-map）や保全事業の
重要性や魅力を伝える活動も行っております。
【令和3年度活動方針】近年、高速道路会社から発注される大規
模な保全工事が増加傾向にあり、それらが各社にとってより魅力あ
る工事となるように、保全委員会内で検討を行うＷＧを立ち上げて、
課題の抽出やその解決に向けた活動を今年度から開始いたしま
す。その他、B-mapや保全の魅力を伝える活動も引き続き行います。

品質・環境委員会
委員長　髙橋 　裕

【令和2年度活動報告】会員各社が実際
に経験した「設計、製作、架設」のトラブル
事例を収集し、データベースの充実を図り

ました。また、異業種における品質への取組状況や環境改善活動
の情報収集を行い、今後の鋼橋業界の品質・環境の向上に向けた
取り組みを行いました。「品質環境セミナー」は、調査研究の結果報
告と話題性の高い課題に対する特別講演を予定していましたが、
残念ながら2020年度は中止しました。次年度には2020年度の情報
を含め多くの情報を発信します。
【令和3年度活動方針】鋼橋業界を発展させていくためには、「品
質の確保」や「環境保全活動」への取組みが喫緊の課題です。そ
して、「丈夫で長持ち・夢のある橋」を重点テーマとし、地域のため
に役立つ安全で優美な橋を提供するために、「品質月間活動」や

「品質環境セミナー」を通して人材の育成と品質・環境の向上を目
指します。

海外事業委員会
委員長　石原　 進

【令和2年度活動報告】コロナ禍により、会
員企業のコロナ禍対応支援や令和2年12
月に出された政府のインフラシステム海外

展開戦略2025への対応等国内活動に注力しました。国土交通省
とは意見交換を定期に開始し、JICAに対しては、海外における鋼
橋梁の補修需要創出を目的に、我が国の鋼橋梁保全技術を紹介
しました。尚、海外視察団の派遣は見送りました。
【令和3年度活動方針】国土交通省、JICA他関係省庁・機関との
連携を一層強化し、会員企業の施工中案件のコロナ禍対応と確実
な進捗を支援すると共に、鋼橋案件形成活動を積極的に行い、収
束後の市場拡大を図ります。尚、海外市場調査団及び海外視察団
の派遣は状況を慎重に検討し判断します。

建設業就業者数が年々減少傾向にある中、当協会では週休二
日制の定着に向けた「働き方改革の推進」とi-Constructionを活
用した「生産性向上」を目指し、昨年度も国土交通省や高速道路
会社等の発注機関と意見交換を実施しました。
今年度は下記に示す４つの重点活動テーマで外部への提言・要
望に取り組んでまいりますが、特に「DXの推進による生産性・安
全性の向上」を橋建協活動共通のキーワードとして積極的に推進
し、様 な々面で鋼橋事業の成長に貢献していく予定です。また、担
い手確保に向けた対策の提案や将来の大型プロジェクトに向け
た新技術の提案も積極的に推進していく予定です。

令和３年度の
行動計画指針の
概要

令和３年度 重点活動テーマ（要望事項）

鋼橋事業の成長力強化
（持続可能な事業環境の確保）

①鋼橋事業の未来継続に向けて
　◆長期安定的な鋼橋の採用と発注
　◆発注時期及び施工時期の平準化
　◆中長期の具体的な発注見通しの公表
②働きがいのある職場とするために
　◆週休二日制の達成
◆建設工事の担い手の育成・確保
◆新型コロナウイルス感染症対策（報告事項）
◆夏季現場作業での配慮

③災害時の緊急対応の充実強化
　◆災害時における発注者との連携
◆災害復旧工事における入札・契約方式
◆災害被災時の鋼橋復旧技術
◆B-map/橋梁位置データベースの活用による
　　災害時の調査点検業務の効率化
④入札および契約の適正化
　◆有効な入札・契約方式の推進
◆適正な現場実態に即した工事価格
◆諸経費動向調査の速やかな反映
◆技術提案におけるオーバースペック防止

１

鋼橋技術力の進化と継承
（DX推進と安全性向上）

①DX推進による鋼橋事業の効率化
　◆工事プロセス・検査の効率化
◆工事管理業務の効率化
◆３Ｄモデル（BIM/CIM）適用工事での課題と要望

②新技術及び新材料の活用
　◆メンテナンスを低減しLCCに優れた鋼橋の採用
◆新材料の活用

③現場安全対策の取組み
　◆モニタリング技術を活用した安全性向上
◆新型足場構造（システム足場）の採用の提案
◆墜落災害撲滅に向けた協会統一行動の普及、促進

2 鋼橋メンテナンス事業の推進
（橋梁補修工事の円滑な実施）

①橋梁補修工事の確実な実施
　◆公告時の条件明示
　◆小規模工事の改善
　◆技術者の有効活用
②現場施工足場についての改善
　◆足場損料期間の適正化
　◆足場費用の適正化

3

各種リスク管理の下での
海外展開の推進

①今後のＯＤＡ鋼橋プロジェクトの課題への対応
　◆海外展開におけるリスク
　　（疫病、治安、衛生、税制安定性等）対策
　◆特にコロナ禍とミャンマー政情不安対策における
　　支援を期待。

②今後のＯＤＡ橋梁プロジェクトと課題
◆ＯＤＡ橋梁案件の遠隔地化（アフリカ等）によるプロジェクト
　　リスク低減のため、道路局による事前現地調査等の
　　実施を要望。
③会員企業の新規海外進出支援
◆プロジェクトリスクが低い無償援助橋梁案件への
　　本邦鋼橋梁技術の適用における支援を期待。

4
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各委員会の紹介

企画委員会
委員長　川畑 篤敬

各委員会の令和2年度活動報告と令和3年度活動方針を紹介させて
いただきます。委員会活動を通じて社会へ貢献してまいりますので、
これからも委員会活動へのご理解とご協力をお願い致します。

【令和2年度活動報告】企画委員会は協
会の事業計画の企画立案や組織運営全
般を担う委員会として、発注機関との意見

交換会に向けた重点活動テーマ策定や、鋼橋シェアアップに向け
た鋼橋普及啓発活動を推進してまいりました。昨年度は新型コロナ
ウィルス感染対策に追われる中、前年度に引き続き「働き方改革」の
推進として、週休二日制採用工事での工費・工期の更なる改善の
他、担い手確保の観点から建設技能労働者の処遇改善を発注機
関に要望しました。また、大型プロジェクトを対象にした鋼橋普及啓
発活動では、関係機関に向けての新技術・新材料のPRを実施し、
鋼橋の優位性をご理解して頂きました。
【令和3年度活動方針】鋼橋事業の未来継続的な持続のために
は長期安定的な発注に加え、担い手確保と人材育成が重要であ
ることから、発注機関のご理解を得ながら引き続き、週休二日制の
推進と建設技能労働者の処遇改善の推進を図ります。また、鋼橋
普及啓発活動としては新たなプロジェクトを対象として事業者に望
まれる様な魅力あるLCCに優れた有効な提案を継続していく予定
です。

広報委員会
委員長　瀧上 晶義

【令和2年度活動報告】積極的な広報活
動実施を第一義とし活動を行うべく準備
を行っておりましたが、コロナ禍のためほぼ

すべてのイベントが中止となってしまいました。その中で、インスタグ
ラムによる世間一般の方々への鋼橋の良さアピール、高校生への
模型作成体験、関連学部専攻中の学生へのリモートによる業界講
座、発注実務者や建設コンサルタンツ協会など外部団体との積極
的な意見交換などを行うことが出来ました。
【令和3年度活動方針】昨年度できなかった範囲を含めて、積極的
な広報活動をより推進すべく、委員会内部会・ＷＧ・地区事務所とと
もに、鋼橋の魅力発信に対応して参ります。

安全委員会
委員長　野上　 勇

【令和2年度活動報告】目標に掲げた２年連
続の死亡災害ゼロは、残念ながら達成できませ
んでしたが、重大事故撲滅に向けた安全促進

活動を展開しました。「2020年版わかりやすい災害資料」の編集、「鋼橋工
事災害防止指針」の発行、安全推進優良職長表彰制度の新設、などです。
【令和3年度活動方針】「墜落災害を主とする重大事故防止」、
「発注者とともに取組む安全活動」、「安全管理水準の向上
（PDCA）」を重点テーマに掲げ、2018年に発表した「架設工事の
墜落災害防止対策」の再展開、「橋建協墜落災害撲滅に向けた
統一行動」の再活性化、に主力していきます。

技術委員会
委員長　田中 　進

【令和２年度活動報告】鋼道路橋の便覧
類の改定WGへの参画、官学関係機関と
の共同研究、鋼コンクリート合成床版の協

会図書改定、BIM/CIM仕様構築やミルシート電子化、ICTツール
活用等のi-Bridge推進、に努めました。
【令和３年度活動方針】新型コロナの影響により、工場・現場の遠隔臨
場検査等の従来業務のリモート化・デジタル化が進んでいます。当委
員会の各活動やその情報発信への展開が必要です。IＣＴツール活用
のi-Bridgeから鋼橋事業変革のＤＸへと進化させることを目指します。

保全委員会
委員長　永山 弘久

【令和2年度活動報告】意見交換を中心
とした保全事業の環境改善活動により、直
轄工事に関しては各社が安心して取り組

める環境が整いつつあり、受注金額ベースでは新設に肩を並べる
までになりました。事業環境改善活動以外には、大規模災害時の
橋梁点検調査を支援するシステムの開発（B-map）や保全事業の
重要性や魅力を伝える活動も行っております。
【令和3年度活動方針】近年、高速道路会社から発注される大規
模な保全工事が増加傾向にあり、それらが各社にとってより魅力あ
る工事となるように、保全委員会内で検討を行うＷＧを立ち上げて、
課題の抽出やその解決に向けた活動を今年度から開始いたしま
す。その他、B-mapや保全の魅力を伝える活動も引き続き行います。

品質・環境委員会
委員長　髙橋 　裕

【令和2年度活動報告】会員各社が実際
に経験した「設計、製作、架設」のトラブル
事例を収集し、データベースの充実を図り

ました。また、異業種における品質への取組状況や環境改善活動
の情報収集を行い、今後の鋼橋業界の品質・環境の向上に向けた
取り組みを行いました。「品質環境セミナー」は、調査研究の結果報
告と話題性の高い課題に対する特別講演を予定していましたが、
残念ながら2020年度は中止しました。次年度には2020年度の情報
を含め多くの情報を発信します。
【令和3年度活動方針】鋼橋業界を発展させていくためには、「品
質の確保」や「環境保全活動」への取組みが喫緊の課題です。そ
して、「丈夫で長持ち・夢のある橋」を重点テーマとし、地域のため
に役立つ安全で優美な橋を提供するために、「品質月間活動」や

「品質環境セミナー」を通して人材の育成と品質・環境の向上を目
指します。

海外事業委員会
委員長　石原　 進

【令和2年度活動報告】コロナ禍により、会
員企業のコロナ禍対応支援や令和2年12
月に出された政府のインフラシステム海外

展開戦略2025への対応等国内活動に注力しました。国土交通省
とは意見交換を定期に開始し、JICAに対しては、海外における鋼
橋梁の補修需要創出を目的に、我が国の鋼橋梁保全技術を紹介
しました。尚、海外視察団の派遣は見送りました。
【令和3年度活動方針】国土交通省、JICA他関係省庁・機関との
連携を一層強化し、会員企業の施工中案件のコロナ禍対応と確実
な進捗を支援すると共に、鋼橋案件形成活動を積極的に行い、収
束後の市場拡大を図ります。尚、海外市場調査団及び海外視察団
の派遣は状況を慎重に検討し判断します。

統一行動」の再活性化、に主力していきます。

のi-Bridgeから鋼橋事業変革のＤＸへと進化させることを目指します。

す。その他、B-mapや保全の魅力を伝える活動も引き続き行います。

建設業就業者数が年々減少傾向にある中、当協会では週休二
日制の定着に向けた「働き方改革の推進」とi-Constructionを活
用した「生産性向上」を目指し、昨年度も国土交通省や高速道路
会社等の発注機関と意見交換を実施しました。
今年度は下記に示す４つの重点活動テーマで外部への提言・要
望に取り組んでまいりますが、特に「DXの推進による生産性・安
全性の向上」を橋建協活動共通のキーワードとして積極的に推進
し、様 な々面で鋼橋事業の成長に貢献していく予定です。また、担
い手確保に向けた対策の提案や将来の大型プロジェクトに向け
た新技術の提案も積極的に推進していく予定です。

令和３年度の
行動計画指針の
概要

令和３年度 重点活動テーマ（要望事項）

鋼橋事業の成長力強化
（持続可能な事業環境の確保）

①鋼橋事業の未来継続に向けて
　◆長期安定的な鋼橋の採用と発注
　◆発注時期及び施工時期の平準化
　◆中長期の具体的な発注見通しの公表
②働きがいのある職場とするために
　◆週休二日制の達成
◆建設工事の担い手の育成・確保
◆新型コロナウイルス感染症対策（報告事項）
◆夏季現場作業での配慮

③災害時の緊急対応の充実強化
　◆災害時における発注者との連携
◆災害復旧工事における入札・契約方式
◆災害被災時の鋼橋復旧技術
◆B-map/橋梁位置データベースの活用による
　　災害時の調査点検業務の効率化
④入札および契約の適正化
　◆有効な入札・契約方式の推進
◆適正な現場実態に即した工事価格
◆諸経費動向調査の速やかな反映
◆技術提案におけるオーバースペック防止

１

鋼橋技術力の進化と継承
（DX推進と安全性向上）

①DX推進による鋼橋事業の効率化
　◆工事プロセス・検査の効率化
◆工事管理業務の効率化
◆３Ｄモデル（BIM/CIM）適用工事での課題と要望

②新技術及び新材料の活用
　◆メンテナンスを低減しLCCに優れた鋼橋の採用
◆新材料の活用

③現場安全対策の取組み
　◆モニタリング技術を活用した安全性向上
◆新型足場構造（システム足場）の採用の提案
◆墜落災害撲滅に向けた協会統一行動の普及、促進

2 鋼橋メンテナンス事業の推進
（橋梁補修工事の円滑な実施）

①橋梁補修工事の確実な実施
　◆公告時の条件明示
　◆小規模工事の改善
　◆技術者の有効活用
②現場施工足場についての改善
　◆足場損料期間の適正化
　◆足場費用の適正化

3

各種リスク管理の下での
海外展開の推進

①今後のＯＤＡ鋼橋プロジェクトの課題への対応
　◆海外展開におけるリスク
　　（疫病、治安、衛生、税制安定性等）対策
　◆特にコロナ禍とミャンマー政情不安対策における
　　支援を期待。

②今後のＯＤＡ橋梁プロジェクトと課題
◆ＯＤＡ橋梁案件の遠隔地化（アフリカ等）によるプロジェクト
　　リスク低減のため、道路局による事前現地調査等の
　　実施を要望。
③会員企業の新規海外進出支援
◆プロジェクトリスクが低い無償援助橋梁案件への
　　本邦鋼橋梁技術の適用における支援を期待。

4

0504 Koukyou  2021 No.852021 No.85  Koukyou



K o u k y o u

単位：億円

国内鋼道路橋 発注先別受注量と受注金額

注：（一社）日本橋梁建設協会会員会社の受注実績を示す。 単位：t

ton 受注金額（億円）
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高速道路会社
都道府県
国土交通省
受注金額
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1,753
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2,530
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2,360
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2,661
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年度
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R1
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35,776

34,732
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288,490
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200,846
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112,815
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74,000
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88,186
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71,118

59,437

89,048

15,431

13,748

8,998

4,783

9,737

14,034

9,087

7,158

8,202

6,659

3,291

9,673

6,936

4,585

580,183

860,554

627,093

676,561

815,526

804,070

695,771

632,908

533,695

473,855

513,886

254,560

520,908

346,344

279,495

264,251

283,580

254,773

251,972

263,148

223,924

215,780

191,504

206,279

214,874 313,361H30 90,760 28,498 82,963 6,734 5,919 214,874

27,060 7,006 130,966

R2 56,733 36,037 7,59974,221 8,667 183,257

会員数受注金額都道府県国土交通省 高速道路会社 道路橋計その他市町村

協会の組織 2021.9.1現在 役員・正会員・賛助会員

株式会社エスイー
カツヤマキカイ株式会社
株式会社川金コアテック
協立エンジ株式会社
株式会社橋梁メンテナンス
栗本商事株式会社
株式会社神戸製鋼所
株式会社興和工業所
ＪＦＥ建材株式会社
ＪＦＥ鋼材株式会社

総　会

監　事

会　長

橋の
相談室

賛助会員

正会員

東京製綱株式会社
東京ファブリック工業株式会社
株式会社トウペ
中井商工株式会社
日軽エンジニアリング株式会社
日綜産業株式会社
ニッタ株式会社
日鉄物産株式会社
日鉄ボルテン株式会社
日本製鉄株式会社

日本鋳造株式会社
日本ペイント株式会社
株式会社ノナガセ
阪和興業株式会社
株式会社ビービーエム
ヤマコ総合物流株式会社
ヤマダインフラテクノス株式会社
株式会社横河技術情報
横浜ガルバー株式会社

ＪＦＥスチール株式会社
シバタ工業株式会社
神鋼鋼線工業株式会社
神鋼ボルト株式会社
株式会社杉孝
大日本塗料株式会社
株式会社タカミヤ
田中亜鉛鍍金株式会社
秩父産業株式会社
中外道路株式会社 以上39社（50音順による）

株式会社IHI
株式会社IHIインフラ建設
株式会社IHIインフラシステム
株式会社アルス製作所
宇野重工株式会社
宇部興産機械株式会社
エム・エム ブリッジ株式会社
株式会社大島造船所

役　員組織図

東綱橋梁株式会社
株式会社巴コーポレーション
株式会社名村造船所
株式会社楢崎製作所
日本橋梁株式会社
日本車輌製造株式会社
日本鉄塔工業株式会社
日本ファブテック株式会社

日立造船株式会社
古河産機システムズ株式会社
株式会社北都鉄工
三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社
宮地エンジニアリング株式会社
株式会社横河NSエンジニアリング
株式会社横河ブリッジ

川田建設株式会社
川田工業株式会社
株式会社釧路製作所
株式会社駒井ハルテック
佐藤鉄工株式会社
JFEエンジニアリング株式会社
高田機工株式会社
瀧上工業株式会社 以上31社（50音順による）

理事会

事務局

海外事業委員会

品質・環境委員会

安全委員会

保全委員会

広報委員会

企画委員会

地区事務所

・設計小委員会　　 ・製作小委員会
・架設小委員会　　 ・床版小委員会
・技術発表会実行委員会 ・DX推進特別小委員会

技術委員会

副会長兼
専務理事

髙田和彦
川畑篤敬
川上剛司
縄田　正
石原　進
岩﨑祐次
上村多恵子
勝地　弘
坂井正裕
髙橋　裕
瀧上晶義
田中　進
永山弘久
野上　勇
深沢　隆
逸見雄人
垣屋　誠
酒井利夫
松田　篤

株式会社横河ブリッジ

ＪＦＥエンジニアリング株式会社

株式会社ＩＨＩ

一般社団法人 日本橋梁建設協会

株式会社ＩＨＩインフラシステム

川田工業株式会社

京南倉庫株式会社

横浜国立大学

日立造船株式会社

高田機工株式会社

瀧上工業株式会社

株式会社駒井ハルテック

宮地エンジニアリング株式会社

日本ファブテック株式会社

株式会社巴コーポレーション

エム・エム ブリッジ株式会社

日本車輌製造株式会社

一般社団法人建設コンサルタンツ協会

三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社

取締役社長

取締役

取締役

取締役社長

理事

取締役社長

教授

顧問

取締役社長

取締役社長

取締役会長

取締役社長

取締役社長

取締役社長

顧問

取締役

副会長兼専務理事

取締役会長

会　長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監　事
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K o u k y o u

単位：億円

国内鋼道路橋 発注先別受注量と受注金額

注：（一社）日本橋梁建設協会会員会社の受注実績を示す。 単位：t

ton 受注金額（億円）
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H6 H8H7 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

その他
市町村
高速道路会社
都道府県
国土交通省
受注金額

R2

63

68

68

70

70

70

76

75

75

71

70

66

62

58

49

45

41

38

35

34

34

32

31

31

31

5,296

7,900

6,392

6,479

6,945

6,550

5,725

5,424

4,311

3,780

4,369

1,753

3,555

2,818

2,618

2,530

2,436

2,329

2,416

2,608

2,360

2,739

2,661

3,164

2,357

314,363

年度
H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

R1

103,897

173,510

100,394

94,958

179,449

203,587

162,802

177,335

117,179

182,964

155,104

59,987

185,332

168,661

122,441

130,625

96,287

119,088

82,915

149,242

120,210

81,436

76,443

112,932

57,583

186,874

183,012

151,231

177,532

241,966

202,421

191,985

179,179

157,874

101,099

126,008

118,060

192,991

109,120

60,980

65,847

52,462

47,528

42,360

37,178

38,307

39,736

33,919

35,776

34,732

170,508

288,490

200,577

225,335

200,846

222,039

222,780

128,235

147,280

97,559

121,051

50,555

112,815

42,817

74,000

49,282

108,476

68,726

109,096

62,227

51,342

76,663

55,663

32,265

39,426

77,515

88,186

56,382

80,290

50,192

34,359

43,906

40,244

32,796

22,675

10,527

16,021

16,748

17,291

8,760

12,321

10,344

10,443

6,299

7,406

14,654

15,806

18,370

79,478

138,027

86,705

122,354

112,975

125,831

83,845

104,253

71,118

59,437

89,048

15,431

13,748

8,998

4,783

9,737

14,034

9,087

7,158

8,202

6,659

3,291

9,673

6,936

4,585

580,183

860,554

627,093

676,561

815,526

804,070

695,771

632,908

533,695

473,855

513,886

254,560

520,908

346,344

279,495

264,251

283,580

254,773

251,972

263,148

223,924

215,780

191,504

206,279

214,874 313,361H30 90,760 28,498 82,963 6,734 5,919 214,874

27,060 7,006 130,966

R2 56,733 36,037 7,59974,221 8,667 183,257

会員数受注金額都道府県国土交通省 高速道路会社 道路橋計その他市町村

協会の組織 2021.9.1現在 役員・正会員・賛助会員

株式会社エスイー
カツヤマキカイ株式会社
株式会社川金コアテック
協立エンジ株式会社
株式会社橋梁メンテナンス
栗本商事株式会社
株式会社神戸製鋼所
株式会社興和工業所
ＪＦＥ建材株式会社
ＪＦＥ鋼材株式会社

総　会

監　事

会　長

橋の
相談室

賛助会員

正会員

東京製綱株式会社
東京ファブリック工業株式会社
株式会社トウペ
中井商工株式会社
日軽エンジニアリング株式会社
日綜産業株式会社
ニッタ株式会社
日鉄物産株式会社
日鉄ボルテン株式会社
日本製鉄株式会社

日本鋳造株式会社
日本ペイント株式会社
株式会社ノナガセ
阪和興業株式会社
株式会社ビービーエム
ヤマコ総合物流株式会社
ヤマダインフラテクノス株式会社
株式会社横河技術情報
横浜ガルバー株式会社

ＪＦＥスチール株式会社
シバタ工業株式会社
神鋼鋼線工業株式会社
神鋼ボルト株式会社
株式会社杉孝
大日本塗料株式会社
株式会社タカミヤ
田中亜鉛鍍金株式会社
秩父産業株式会社
中外道路株式会社 以上39社（50音順による）

株式会社IHI
株式会社IHIインフラ建設
株式会社IHIインフラシステム
株式会社アルス製作所
宇野重工株式会社
宇部興産機械株式会社
エム・エム ブリッジ株式会社
株式会社大島造船所

役　員組織図

東綱橋梁株式会社
株式会社巴コーポレーション
株式会社名村造船所
株式会社楢崎製作所
日本橋梁株式会社
日本車輌製造株式会社
日本鉄塔工業株式会社
日本ファブテック株式会社

日立造船株式会社
古河産機システムズ株式会社
株式会社北都鉄工
三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社
宮地エンジニアリング株式会社
株式会社横河NSエンジニアリング
株式会社横河ブリッジ

川田建設株式会社
川田工業株式会社
株式会社釧路製作所
株式会社駒井ハルテック
佐藤鉄工株式会社
JFEエンジニアリング株式会社
高田機工株式会社
瀧上工業株式会社 以上31社（50音順による）

理事会

事務局

海外事業委員会

品質・環境委員会

安全委員会

保全委員会

広報委員会

企画委員会

地区事務所

・設計小委員会　　 ・製作小委員会
・架設小委員会　　 ・床版小委員会
・技術発表会実行委員会 ・DX推進特別小委員会

技術委員会

副会長兼
専務理事

髙田和彦
川畑篤敬
川上剛司
縄田　正
石原　進
岩﨑祐次
上村多恵子
勝地　弘
坂井正裕
髙橋　裕
瀧上晶義
田中　進
永山弘久
野上　勇
深沢　隆
逸見雄人
垣屋　誠
酒井利夫
松田　篤

株式会社横河ブリッジ

ＪＦＥエンジニアリング株式会社

株式会社ＩＨＩ

一般社団法人 日本橋梁建設協会

株式会社ＩＨＩインフラシステム

川田工業株式会社

京南倉庫株式会社

横浜国立大学

日立造船株式会社

高田機工株式会社

瀧上工業株式会社

株式会社駒井ハルテック

宮地エンジニアリング株式会社

日本ファブテック株式会社

株式会社巴コーポレーション

エム・エム ブリッジ株式会社

日本車輌製造株式会社

一般社団法人建設コンサルタンツ協会

三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社

取締役社長

取締役

取締役

取締役社長

理事

取締役社長

教授

顧問

取締役社長

取締役社長

取締役会長

取締役社長

取締役社長

取締役社長

顧問

取締役

副会長兼専務理事

取締役会長

会　長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監　事
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２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災から今
年で１０年経ちました。復興に向けてはまだ道半ばで
すが、この１０年で飛躍的に道路整備が進んだのもま
た事実です。
震災で傷んでしまった橋の復旧や、三陸沿岸道路

（復興道路）の整備など、橋建協加盟各社も様々な場
面で活躍してきました。

復興道路の象徴とも言える気仙沼湾横断橋も３月に
開通しましたので、震災から１０年の節目に東北地域
の復興状況を紹介します。

特集

1

県内区間全線開通

R3.3 気仙沼港IC ～唐桑半島IC 開通

気仙沼湾横断橋
（愛称）かなえおおはし
形　　式 ３径間連続鋼箱桁橋（陸上部）
　　　　　７径間連続鋼箱桁橋（陸上部）
　　　　　３径間連続鋼斜張橋（海上部）
橋　　長 190.5m+473.5m+680.0m
総 幅 員 （陸上部）12.6ｍ（海上部）15.2ｍ
支 間 長 （陸上部）66.2ｍ+67.5ｍ+53.5ｍ
　　　　　（陸上部）88.5ｍ+90.5ｍ+4＠61.5ｍ+44.1ｍ
　　　　　（海上部）157.8ｍ+360ｍ+157.8ｍ

復
興
10
年

東
日
本
大
震
災

提供：東北地方整備局道路部
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２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災から今
年で１０年経ちました。復興に向けてはまだ道半ばで
すが、この１０年で飛躍的に道路整備が進んだのもま
た事実です。
震災で傷んでしまった橋の復旧や、三陸沿岸道路

（復興道路）の整備など、橋建協加盟各社も様々な場
面で活躍してきました。

復興道路の象徴とも言える気仙沼湾横断橋も３月に
開通しましたので、震災から１０年の節目に東北地域
の復興状況を紹介します。

特集

1

県内区間全線開通

R3.3 気仙沼港IC ～唐桑半島IC 開通

気仙沼湾横断橋
（愛称）かなえおおはし
形　　式 ３径間連続鋼箱桁橋（陸上部）
　　　　　７径間連続鋼箱桁橋（陸上部）
　　　　　３径間連続鋼斜張橋（海上部）
橋　　長 190.5m+473.5m+680.0m
総 幅 員 （陸上部）12.6ｍ（海上部）15.2ｍ
支 間 長 （陸上部）66.2ｍ+67.5ｍ+53.5ｍ
　　　　　（陸上部）88.5ｍ+90.5ｍ+4＠61.5ｍ+44.1ｍ
　　　　　（海上部）157.8ｍ+360ｍ+157.8ｍ

東
日
本
大
震
災

提供：東北地方整備局道路部
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震災直後、多くの橋梁が津波によって流失してしまいました。地域における重要路線の少しでも
早い交通開放を目指した、橋の復旧工事事例を紹介します。

宮城県気仙沼市本吉町下宿～中島地内の二級河川津谷川に架
かる一般国道４５号小泉大橋は、震災の津波により流出しまし
た。全６径間が架橋位置から上流に約４２０ｍ流され、その衝撃
で主桁と床版は完全に分離してしまい、河川中央のP３橋脚も柱
基部から上部が流出してしまいました。
上部工を復旧させるため下流側に仮橋を設置し、新たに橋を架け替える事になりました。送り出し工法での架設となりまし
たが、送り出し延長が３１０ｍあり、到達部の高低差が約２.８ｍありましたので送り出し構台の縦断勾配を上り勾配とし、円
弧形状の縦断勾配に近似するように送り
出し高さを設定する事で、降下量が均一
になるよう架設を行いました。
旧橋は橋長１８２ｍの３径間連続鈑桁
橋２連の合計６径間の橋でしたが、新橋
は橋長４５５ｍ、鋼重２,４５０tの鋼7径間
連続非合成箱桁橋となりました。新橋は
令和２年１月２５日に開通することがで
き、小泉大橋復旧は被災地復興の大きな
活力となりました。

北上川河口に架かる新北上大橋は、７径間の下路式鋼トラス橋であり、１９７６
年の供用以来、地域のシンボルとして親しまれてきました。しかしながら、震災
時の津波により、右岸５径間に歩道床版の崩落やトラス部材の損傷
が生じ、左岸の２径間は完全に流失するという甚大な被害を受けま
した。本橋を震災前の状態に復旧することは、宮城県における復
旧・復興の象徴となる事業の一つとして位置づけられていました。
本橋の迂回ルートは１０km以上離れた上流橋を渡る必要があ
ることから、流失した径間には震災直後、速やかに応急仮橋が架設
され、地元車両や震災復興工事車両等が通行していました。そこ
で、本格復旧を行う本工事では、長期間に及ぶ交通規制を回避す
るために、流失径間を復元するトラスの地組立とコンクリート床版
の施工は上流側に設置した河川内ベント上で行い、コンクリート床
版一体で総重量約７００tのトラス橋横取り架設を実施しました。
様々な工程短縮の工夫ならびに品質確保の対策を行い、過去に例
の無い高難度の架設を約２ヶ月という短期の全面交通規制にて、
無事完了させることができました。新北上大橋復旧は被災地復興
の大きな活力となりました。

特集
1

小泉大橋

東
日
本
大
震
災
復
興
10
年

発 注 者 国土交通省東北地方整備局
工事場所 宮城県気仙沼市本吉町下宿地内
橋　　長 455.0ｍ
幅　　員 総幅員13.3ｍ（有効幅員：車道7.5ｍ、歩道：2.5ｍ×2）
鋼　　重 2,450ｔ
工　　期 2015年1月20日～ 2017年3月31日
橋梁形式 鋼７径間連続非合成箱桁橋

発 注 者 宮城県
工事場所 宮城県石巻市北上町橋浦地内
橋　　長 565.7ｍ
幅　　員 総幅員10.2ｍ（有効幅員：車道6.5ｍ、歩道：2.0ｍ）
鋼　　重 約500ｔ（新設部）、約50ｔ（補修部）
工　　期 2013年11月26日～ 2016年9月30日
橋梁形式 鋼単純下路トラス橋２連（流失径間の新設）
　　　　　鋼２＋３径間連続下路トラス橋（残存部の補修）

新橋　2017年竣工

架設完了２

震災直後の全景１ 応急仮橋の全景

震災直後の全景２

流出した桁、橋脚の位置

架設時①

架設時② 現在

架設完了１

国道45号 小泉大橋上部工復旧工事

新北上大橋
新北上大橋橋梁災害復旧工事（その２）
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震災直後、多くの橋梁が津波によって流失してしまいました。地域における重要路線の少しでも
早い交通開放を目指した、橋の復旧工事事例を紹介します。

宮城県気仙沼市本吉町下宿～中島地内の二級河川津谷川に架
かる一般国道４５号小泉大橋は、震災の津波により流出しまし
た。全６径間が架橋位置から上流に約４２０ｍ流され、その衝撃
で主桁と床版は完全に分離してしまい、河川中央のP３橋脚も柱
基部から上部が流出してしまいました。
上部工を復旧させるため下流側に仮橋を設置し、新たに橋を架け替える事になりました。送り出し工法での架設となりまし
たが、送り出し延長が３１０ｍあり、到達部の高低差が約２.８ｍありましたので送り出し構台の縦断勾配を上り勾配とし、円
弧形状の縦断勾配に近似するように送り
出し高さを設定する事で、降下量が均一
になるよう架設を行いました。
旧橋は橋長１８２ｍの３径間連続鈑桁
橋２連の合計６径間の橋でしたが、新橋
は橋長４５５ｍ、鋼重２,４５０tの鋼7径間
連続非合成箱桁橋となりました。新橋は
令和２年１月２５日に開通することがで
き、小泉大橋復旧は被災地復興の大きな
活力となりました。

北上川河口に架かる新北上大橋は、７径間の下路式鋼トラス橋であり、１９７６
年の供用以来、地域のシンボルとして親しまれてきました。しかしながら、震災
時の津波により、右岸５径間に歩道床版の崩落やトラス部材の損傷
が生じ、左岸の２径間は完全に流失するという甚大な被害を受けま
した。本橋を震災前の状態に復旧することは、宮城県における復
旧・復興の象徴となる事業の一つとして位置づけられていました。
本橋の迂回ルートは１０km以上離れた上流橋を渡る必要があ
ることから、流失した径間には震災直後、速やかに応急仮橋が架設
され、地元車両や震災復興工事車両等が通行していました。そこ
で、本格復旧を行う本工事では、長期間に及ぶ交通規制を回避す
るために、流失径間を復元するトラスの地組立とコンクリート床版
の施工は上流側に設置した河川内ベント上で行い、コンクリート床
版一体で総重量約７００tのトラス橋横取り架設を実施しました。
様々な工程短縮の工夫ならびに品質確保の対策を行い、過去に例
の無い高難度の架設を約２ヶ月という短期の全面交通規制にて、
無事完了させることができました。新北上大橋復旧は被災地復興
の大きな活力となりました。

特集
1

小泉大橋

東
日
本
大
震
災
復
興
10
年

発 注 者 国土交通省東北地方整備局
工事場所 宮城県気仙沼市本吉町下宿地内
橋　　長 455.0ｍ
幅　　員 総幅員13.3ｍ（有効幅員：車道7.5ｍ、歩道：2.5ｍ×2）
鋼　　重 2,450ｔ
工　　期 2015年1月20日～ 2017年3月31日
橋梁形式 鋼７径間連続非合成箱桁橋

発 注 者 宮城県
工事場所 宮城県石巻市北上町橋浦地内
橋　　長 565.7ｍ
幅　　員 総幅員10.2ｍ（有効幅員：車道6.5ｍ、歩道：2.0ｍ）
鋼　　重 約500ｔ（新設部）、約50ｔ（補修部）
工　　期 2013年11月26日～ 2016年9月30日
橋梁形式 鋼単純下路トラス橋２連（流失径間の新設）
　　　　　鋼２＋３径間連続下路トラス橋（残存部の補修）

新橋　2017年竣工

架設完了２

震災直後の全景１ 応急仮橋の全景

震災直後の全景２

流出した桁、橋脚の位置

架設時①

架設時② 現在

架設完了１

国道45号 小泉大橋上部工復旧工事

新北上大橋
新北上大橋橋梁災害復旧工事（その２）
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遠藤　復興道路関連に使われた予算は約２兆円。震災前に
おける東北地整道路関係全体の年間改築予算が１,０００億
ですから、２０年分を被災３県で使ったという事です。
このため、事業促進PPP（発注者支援チーム）の力を借り、
他地整からの応援も頂きました。トンネル工事と橋梁下部
工を一括で発注する等、大型化することで工事件数を少な
くするなどの工夫もしましたが、何といっても建設業界全体
が１０年で作るんだという気概をもって工事にあたってくれ
た事が大きいです。上部工業者さんには床版まで工程を管
理してもらいました。本当にお世話になりました。
設計も用地も手つかずの状況からのスタートでしたが、２０
２１年３月でほぼ整備完了し、残りの部分も今年中に開通さ
せる見込みがつきました。
気仙沼湾横断橋については、形式選定時には私は道路工事
課の補佐であり、発注時は担当事務所（仙台河川国道事務
所）の副所長でした。
東北で一番大きな斜張橋であり、設計を進めるにあたって
は技術検討委員会を立ち上げ、学識経験者や国総研・土研
のアドバイスを受けました。
設計的な部分で言うと、想定外の損傷を「想定内」とするよ
うなダメージコントロール設計を実施し、災害時における緊
急輸送路としての供用性を確保しました。また潮風による
錆を避ける為、ボルトの突起が外に出ない全断面溶接継手
や、点検し易さを考慮した桁内部の部材配置など、日々のメ
ンテナンスを考慮した設計になっています。
工事発注に際してはどのような方法で発注するか本省も含
めて様々な議論があり、橋建協さんの橋の相談室にもアド
バイス頂きました。技術提案で何を問うか、歩掛をどう設定
するか、手探り状態でしたがスケジュール通りに業者決定
する事ができました。
手間本 私は監督官として施工中の工事に携わりました。施

特集
1
東
日
本
大
震
災
復
興
10
年

課長
遠藤 雅司

課長補佐
手間本 康一

国土交通省では、復興のリーディングプロジェクトとして、八戸から仙台までの沿岸軸を結ぶ三
陸沿岸道路「復興道路」と４本の東西横断軸「復興支援道路」の整備を決定し、１０年間での開通
を目指しました。震災時に開通していた区間はわずかに３０％。残りの７０％（約４１０ｋｍ）をほぼ
この１０年で整備する事に成功しました。復興道路の象徴と言われた気仙沼湾横断橋も開通し、
交通の利便性は飛躍的に向上しました。
気仙沼湾横断橋の発注から竣工までをよく知る方に施工当時の苦労した点や復興道路の整備
状況をお聞きしましたので紹介します。

Interview
国土交通省東北地方整備局道路部道路工事課

工で苦労したのはやはり海の上の仕事です。天候にかなり影
響され、架設の時期が１ヶ月単位でずれ込む事がありました。
現地の気候は穏やかでも、工場から運んでくる地域が天候不
良で現地まで来られない等、海上工事ならではの難しさがあ
りました。
また前述の通り継手部が現場溶接なので、主塔のかなり高
いところで溶接の出来形検査があり大変でした。眺めはと
ても良かったですが（笑）。
桁を張り出していくと先端部はかなり揺れまして、遠くのビ
ルが動いて見えるので、ああ揺れているのだなと（笑）。溶
接工さんは酔い止めを飲んで作業されたと聞いています。
ある程度架設が進んでからは現場見学会も開催し地元の
方々に見て頂きました。インフラツーリズムの一環で旅行
会社主催のものもありました。
遠藤 架橋位置は航路上なので架設は基本的に夜間で行
いました。それでも漁の時期によっては船の航行を止めら
れないタイミングもあったので、航行安全検討委員会を作
り、出来るだけ船の航行に影響が出ないスケジュールを組
みました。
この橋は復興道路の象徴でありましたので、主塔立て起こ
し時のプレス発表や最終部材の閉合や締結式などは、復興
が順調に進んでいるというメッセージ発信でもありました。
一般的な桁橋が多い復興道路の中で、斜張橋という特殊
形式で技術の伝承にも貢献できたと思いますし、観光ス
ポットとしても注目されており地域のためにも嬉しい限り
です。

インタビュー

提供：東北地方整備局 仙台河川国道事務所
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おける東北地整道路関係全体の年間改築予算が１,０００億
ですから、２０年分を被災３県で使ったという事です。
このため、事業促進PPP（発注者支援チーム）の力を借り、
他地整からの応援も頂きました。トンネル工事と橋梁下部
工を一括で発注する等、大型化することで工事件数を少な
くするなどの工夫もしましたが、何といっても建設業界全体
が１０年で作るんだという気概をもって工事にあたってくれ
た事が大きいです。上部工業者さんには床版まで工程を管
理してもらいました。本当にお世話になりました。
設計も用地も手つかずの状況からのスタートでしたが、２０
２１年３月でほぼ整備完了し、残りの部分も今年中に開通さ
せる見込みがつきました。
気仙沼湾横断橋については、形式選定時には私は道路工事
課の補佐であり、発注時は担当事務所（仙台河川国道事務
所）の副所長でした。
東北で一番大きな斜張橋であり、設計を進めるにあたって
は技術検討委員会を立ち上げ、学識経験者や国総研・土研
のアドバイスを受けました。
設計的な部分で言うと、想定外の損傷を「想定内」とするよ
うなダメージコントロール設計を実施し、災害時における緊
急輸送路としての供用性を確保しました。また潮風による
錆を避ける為、ボルトの突起が外に出ない全断面溶接継手
や、点検し易さを考慮した桁内部の部材配置など、日々のメ
ンテナンスを考慮した設計になっています。
工事発注に際してはどのような方法で発注するか本省も含
めて様々な議論があり、橋建協さんの橋の相談室にもアド
バイス頂きました。技術提案で何を問うか、歩掛をどう設定
するか、手探り状態でしたがスケジュール通りに業者決定
する事ができました。
手間本 私は監督官として施工中の工事に携わりました。施
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国土交通省では、復興のリーディングプロジェクトとして、八戸から仙台までの沿岸軸を結ぶ三
陸沿岸道路「復興道路」と４本の東西横断軸「復興支援道路」の整備を決定し、１０年間での開通
を目指しました。震災時に開通していた区間はわずかに３０％。残りの７０％（約４１０ｋｍ）をほぼ
この１０年で整備する事に成功しました。復興道路の象徴と言われた気仙沼湾横断橋も開通し、
交通の利便性は飛躍的に向上しました。
気仙沼湾横断橋の発注から竣工までをよく知る方に施工当時の苦労した点や復興道路の整備
状況をお聞きしましたので紹介します。

国土交通省東北地方整備局道路部道路工事課

工で苦労したのはやはり海の上の仕事です。天候にかなり影
響され、架設の時期が１ヶ月単位でずれ込む事がありました。
現地の気候は穏やかでも、工場から運んでくる地域が天候不
良で現地まで来られない等、海上工事ならではの難しさがあ
りました。
また前述の通り継手部が現場溶接なので、主塔のかなり高
いところで溶接の出来形検査があり大変でした。眺めはと
ても良かったですが（笑）。
桁を張り出していくと先端部はかなり揺れまして、遠くのビ
ルが動いて見えるので、ああ揺れているのだなと（笑）。溶
接工さんは酔い止めを飲んで作業されたと聞いています。
ある程度架設が進んでからは現場見学会も開催し地元の
方々に見て頂きました。インフラツーリズムの一環で旅行
会社主催のものもありました。
遠藤 架橋位置は航路上なので架設は基本的に夜間で行
いました。それでも漁の時期によっては船の航行を止めら
れないタイミングもあったので、航行安全検討委員会を作
り、出来るだけ船の航行に影響が出ないスケジュールを組
みました。
この橋は復興道路の象徴でありましたので、主塔立て起こ
し時のプレス発表や最終部材の閉合や締結式などは、復興
が順調に進んでいるというメッセージ発信でもありました。
一般的な桁橋が多い復興道路の中で、斜張橋という特殊
形式で技術の伝承にも貢献できたと思いますし、観光ス
ポットとしても注目されており地域のためにも嬉しい限り
です。
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〈関東技術事務所　外観〉〈関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター〉

関東地方整備局関東技術事務所
を訪問し、川俣所長から事務所の概
要や活動状況についてお話を伺いま
したので報告します。

関東技術事務所の役割は大きく3
つあります。１つ目は、「管内におけ
る防災活動拠点としての役割」であ
り、船橋防災センターのような大き
な備蓄施設を持つ技術事務所は関
東だけとなっています。

２つ目は、関東維持管理技術セン
ターとして、管内だけでなく本省や他
の地方整備局と連携して、「構造物
の維持管理に関する技術開発等を
推進する」ことです。北陸は雪害対
策、中部は地震・津波対策、九州は
火山対策という位置づけとなってお
り、各地方整備局で役割分担をして
います。

３つ目として、今年度から【関東
DX・i-Construction人材育成セン
ター】が加わりました。国土交通省
では、データとデジタル技術を活用
したインフラ分野のDX(デジタル・ト
ランスフォーメーション)を進めるこ
ととしており、そのためには３次元
データ等の活用に必要な新技術の開
発や導入促進、これらを活用する人
材育成が求められています。通信や
コンピューターの能力、AIなど技術

的な分野は伸びてきてはいるもの
の、これらを扱える人材確保が必須
となってきています。【人材育成セン
ター】の目的は、地方公共団体を含む
発注者や受注者に対するBIM/CIM
活用やICT施工の普及促進、デジタ
ル技術の知識習熟等に関する講習
や研修を実施することです。技術事
務所内に常設している建設技術展示
館や関東地方整備局本局に新たに設
置された関東DXルームと連携し、
DX推進に向けた情報発信を行って
いきます。

関東DX・i-Construction
人材育成センターについて

2021年4月21日に関東技術事務
所にて開所式が行われました。DXを
推進する組織として、3次元データを
駆使して建設生産プロセスにイノ
ベーションを起こすことを目的とし
ています。センターには高性能PCを
使いBIM/CIM活用促進に向けた研
修のできる研修棟があります。道路
工事の警察協議では、これまで２次
元図面で橋脚と交差点の位置関係な
どを説明してイメージがつきにくかっ
たものが、３次元モデルを活用する
ことで、交差点における視認性の確
認や走行シミュレーションの確認な

ど、完成イメージがつきやすく円滑
な合意形成が可能となります。

屋外設備としては、全国の地方整
備局で初めてローカル５Ｇ通信を敷
地内の現場実証フィールドに設置し
ました。ローカル５Ｇ通信は、民間技
術者を対象とした、無人化施工バッ
クホウを用いた講習にも活用しま

す。研修棟内のモニターを用いて高
画質低遅延の映像を実現すること
で、実際にそこにいるような感覚で
操作が可能となり、災害現場におい
ても活躍できる人材を育成していき
ます。災害時の現場では、遠隔操作
による無人化施工によって、２次災
害を防ぐことができます。

「今までできなかったことができ
るようになる」という体験がDX推進
の原動力になるので、こちらのセン
ターでは様々な取り組みを今後も続
けていくようです。

発注者・受注者問わず色々な研修
がありますのでHPを覗いてみてはい
かがでしょうか。

併設する建設技術展示館
について

国民の暮らしを支えている建設技
術に関する情報を、関係者のみならず
一般の方にも関心と理解を深めてい
ただく場として平成11年に開設され
ました。第15期となる現在では、100
を超える建設技術や取り組みを「見
て」「触れて」「知る（学べる）」体験
型施設となっています。

前述したＤＸやi-Constructionの
技術も展示されているので、是非訪
れてみてください。

〈関係機関協議におけるBIM/CIMの活用事例〉

訪問記

特集

2

関
東
地
方
整
備
局
関
東
技
術
事
務
所

「
国
土
交
通
省
技
術
事
務
所
紹
介  

」
Vol.8

VISITING

取
材
日
：
令
和
３
年
６
月
２
日

川俣 裕行
かわ また　 ひろ ゆき

関東技術事務所長

〈主な経歴〉
Ｈ27.7
国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所長
Ｈ29.7
国土交通省本省道路局環境安全課
沿道環境専門官
Ｈ31.4
国土交通省中部地方整備局中部技術事務所長
Ｒ3.4
現職 〈建設技術展示館〉〈無人化施工講習 ⇒ ローカル５Ｇを活用〉 〈ローカル５Ｇ送受信機〉

〈開所式〉

〈人材育成センター室内〉
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〈関東技術事務所　外観〉〈関東ＤＸ・i-Construction人材育成センター〉

関東地方整備局関東技術事務所
を訪問し、川俣所長から事務所の概
要や活動状況についてお話を伺いま
したので報告します。

関東技術事務所の役割は大きく3
つあります。１つ目は、「管内におけ
る防災活動拠点としての役割」であ
り、船橋防災センターのような大き
な備蓄施設を持つ技術事務所は関
東だけとなっています。

２つ目は、関東維持管理技術セン
ターとして、管内だけでなく本省や他
の地方整備局と連携して、「構造物
の維持管理に関する技術開発等を
推進する」ことです。北陸は雪害対
策、中部は地震・津波対策、九州は
火山対策という位置づけとなってお
り、各地方整備局で役割分担をして
います。

３つ目として、今年度から【関東
DX・i-Construction人材育成セン
ター】が加わりました。国土交通省
では、データとデジタル技術を活用
したインフラ分野のDX(デジタル・ト
ランスフォーメーション)を進めるこ
ととしており、そのためには３次元
データ等の活用に必要な新技術の開
発や導入促進、これらを活用する人
材育成が求められています。通信や
コンピューターの能力、AIなど技術

的な分野は伸びてきてはいるもの
の、これらを扱える人材確保が必須
となってきています。【人材育成セン
ター】の目的は、地方公共団体を含む
発注者や受注者に対するBIM/CIM
活用やICT施工の普及促進、デジタ
ル技術の知識習熟等に関する講習
や研修を実施することです。技術事
務所内に常設している建設技術展示
館や関東地方整備局本局に新たに設
置された関東DXルームと連携し、
DX推進に向けた情報発信を行って
いきます。

関東DX・i-Construction
人材育成センターについて

2021年4月21日に関東技術事務
所にて開所式が行われました。DXを
推進する組織として、3次元データを
駆使して建設生産プロセスにイノ
ベーションを起こすことを目的とし
ています。センターには高性能PCを
使いBIM/CIM活用促進に向けた研
修のできる研修棟があります。道路
工事の警察協議では、これまで２次
元図面で橋脚と交差点の位置関係な
どを説明してイメージがつきにくかっ
たものが、３次元モデルを活用する
ことで、交差点における視認性の確
認や走行シミュレーションの確認な

ど、完成イメージがつきやすく円滑
な合意形成が可能となります。

屋外設備としては、全国の地方整
備局で初めてローカル５Ｇ通信を敷
地内の現場実証フィールドに設置し
ました。ローカル５Ｇ通信は、民間技
術者を対象とした、無人化施工バッ
クホウを用いた講習にも活用しま

す。研修棟内のモニターを用いて高
画質低遅延の映像を実現すること
で、実際にそこにいるような感覚で
操作が可能となり、災害現場におい
ても活躍できる人材を育成していき
ます。災害時の現場では、遠隔操作
による無人化施工によって、２次災
害を防ぐことができます。

「今までできなかったことができ
るようになる」という体験がDX推進
の原動力になるので、こちらのセン
ターでは様々な取り組みを今後も続
けていくようです。

発注者・受注者問わず色々な研修
がありますのでHPを覗いてみてはい
かがでしょうか。

併設する建設技術展示館
について

国民の暮らしを支えている建設技
術に関する情報を、関係者のみならず
一般の方にも関心と理解を深めてい
ただく場として平成11年に開設され
ました。第15期となる現在では、100
を超える建設技術や取り組みを「見
て」「触れて」「知る（学べる）」体験
型施設となっています。

前述したＤＸやi-Constructionの
技術も展示されているので、是非訪
れてみてください。

〈関係機関協議におけるBIM/CIMの活用事例〉

訪問記

特集

2

関
東
地
方
整
備
局
関
東
技
術
事
務
所

「
国
土
交
通
省
技
術
事
務
所
紹
介  

」
Vol.8

VISITING

取
材
日
：
令
和
３
年
６
月
２
日

川俣 裕行
かわ また　 ひろ ゆき

関東技術事務所長

〈主な経歴〉
Ｈ27.7
国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所長
Ｈ29.7
国土交通省本省道路局環境安全課
沿道環境専門官
Ｈ31.4
国土交通省中部地方整備局中部技術事務所長
Ｒ3.4
現職 〈建設技術展示館〉〈無人化施工講習 ⇒ ローカル５Ｇを活用〉 〈ローカル５Ｇ送受信機〉

〈開所式〉

〈人材育成センター室内〉
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最近完成した橋①

架設計画図

生まれ変わった苫小牧市民待望の新橋

最近
完成した橋

完成(地上から)

A2側桁架設(橋面上から)

A1側桁架設(橋面上から)

完成(橋面上から)

発注者 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部
所在地 （自）北海道苫小牧市音羽町
　　　　（至）北海道苫小牧市新中野町

形　式 ３径間連続鋼床版鈑桁橋
橋　長 72.0ｍ
幅　員 23.8m

支間長 28.0m＋24.0m＋18.0m
鋼　重 627t

北海道
一般国道276号 苫小牧市

緑跨線橋上部工事

　緑跨線橋はＪＲ苫小牧駅の東側に位置し、ＪＲ室蘭本
線により分断された苫小牧市街の南北を結ぶ、国道２
７６号の跨線橋として１９６５年に旧橋が建設されまし
た。しかし、建設から５０年程経過していることから耐
震の脆弱性が懸念されており、また、片側１車線のた
め朝夕の渋滞が激しく、２０２０年度内に開通予定であ
る道央自動車道・苫小牧中央インターチェンジへの
アクセス道路としての役割を持つことになることか
ら、片側２車線の鋼床版鈑桁となる新橋への架け替
えを行うことになりました。
　本橋は交通量が多く、周辺住民への影響を最小限
に抑える必要があったことから、２０１７年１２月４日か
ら約２年間の全面通行止め期間内に架け替えを終え
る必要がありました。
　本工事での桁架設施工範囲はＪＲ軌道上の中央径
間を除いた側径間であり、ＪＲ発注工事である中央径
間の架設を終えた後の２０１９年７月下旬からの作業
開始が予定されておりました。通行止め解除まで工
程的に余裕が無かったことから、中央径間の架設業
者との工程調整や出来形管理方法については綿密
に幾度も協議を重ね作業を進めました。

　桁の架設作業と並行して橋梁前後の改良工事も
行われていたため、地組立ヤードとクレーンヤードの
スペース確保や部材搬入のタイミングについて、施
工業者との調整に苦慮しました。
　また、側径間架設時は直下の市道も通行止めする
ことになり、周辺に住宅街や医療施設があることか
ら、官公庁への迅速な諸手続きおよび、周辺住民・施
設へのチラシ配布による複数回の工事内容告知を行
うことで、円滑な工事進捗に努めました。
　２０１９年の北海道の夏は猛暑となり、その時期に桁
架設が重なったため、熱中症対策に苦労する中での
作業となりましたが、上記の対策により当初予定より
も工程を短縮し、無事に２０１９年１１月３０日の通行止
め解除を迎えることができました。
　２０２０年１２月１３日には苫小牧中央インターチェン
ジが開通し、苫小牧市街地からのアクセスや、道央自
動車道と国際拠点港湾である苫小牧港のアクセスの
利便性向上に寄与しています。
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1

A1側桁架設(地上から)

A2側桁架設(地上から)

工事場所

苫小牧駅

郵便局

王子総合病院 苫小牧
中央公園

出光カルチャー
パーク

276

36
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最近完成した橋①

架設計画図

生まれ変わった苫小牧市民待望の新橋

最近
完成した橋

完成(地上から)

A2側桁架設(橋面上から)

A1側桁架設(橋面上から)

完成(橋面上から)

発注者 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部
所在地 （自）北海道苫小牧市音羽町
　　　　（至）北海道苫小牧市新中野町

形　式 ３径間連続鋼床版鈑桁橋
橋　長 72.0ｍ
幅　員 23.8m

支間長 28.0m＋24.0m＋18.0m
鋼　重 627t

北海道
一般国道276号 苫小牧市

緑跨線橋上部工事

　緑跨線橋はＪＲ苫小牧駅の東側に位置し、ＪＲ室蘭本
線により分断された苫小牧市街の南北を結ぶ、国道２
７６号の跨線橋として１９６５年に旧橋が建設されまし
た。しかし、建設から５０年程経過していることから耐
震の脆弱性が懸念されており、また、片側１車線のた
め朝夕の渋滞が激しく、２０２０年度内に開通予定であ
る道央自動車道・苫小牧中央インターチェンジへの
アクセス道路としての役割を持つことになることか
ら、片側２車線の鋼床版鈑桁となる新橋への架け替
えを行うことになりました。
　本橋は交通量が多く、周辺住民への影響を最小限
に抑える必要があったことから、２０１７年１２月４日か
ら約２年間の全面通行止め期間内に架け替えを終え
る必要がありました。
　本工事での桁架設施工範囲はＪＲ軌道上の中央径
間を除いた側径間であり、ＪＲ発注工事である中央径
間の架設を終えた後の２０１９年７月下旬からの作業
開始が予定されておりました。通行止め解除まで工
程的に余裕が無かったことから、中央径間の架設業
者との工程調整や出来形管理方法については綿密
に幾度も協議を重ね作業を進めました。

　桁の架設作業と並行して橋梁前後の改良工事も
行われていたため、地組立ヤードとクレーンヤードの
スペース確保や部材搬入のタイミングについて、施
工業者との調整に苦慮しました。
　また、側径間架設時は直下の市道も通行止めする
ことになり、周辺に住宅街や医療施設があることか
ら、官公庁への迅速な諸手続きおよび、周辺住民・施
設へのチラシ配布による複数回の工事内容告知を行
うことで、円滑な工事進捗に努めました。
　２０１９年の北海道の夏は猛暑となり、その時期に桁
架設が重なったため、熱中症対策に苦労する中での
作業となりましたが、上記の対策により当初予定より
も工程を短縮し、無事に２０１９年１１月３０日の通行止
め解除を迎えることができました。
　２０２０年１２月１３日には苫小牧中央インターチェン
ジが開通し、苫小牧市街地からのアクセスや、道央自
動車道と国際拠点港湾である苫小牧港のアクセスの
利便性向上に寄与しています。

緑
跨
線
橋

み
ど
り
　
　
　
　こ
　
　
　
　せ
ん
　
　
　
　き
ょ
う

1

A1側桁架設(地上から)

A2側桁架設(地上から)

工事場所

苫小牧駅

郵便局

王子総合病院 苫小牧
中央公園

出光カルチャー
パーク
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最近完成した橋②

156

471

利賀村北原

利賀村下原

利賀村仙野原

庄
川

工事場所

施工ステップ図峡谷美と融和する鋼上路式トラス桁

最近
完成した橋

ベント設備組立

架設完了全景

ベント設備解体

張出し架設

発注者 国土交通省 北陸地方整備局 利賀ダム工事事務所
所在地 富山県南砺市利賀村長崎地先
形　式 鋼単純上路式トラス桁

橋　長 111.0ｍ
幅　員 9.7m

支間長 109.5m
鋼　重 533t

富山県
利賀ダム工事用道路

ウシクルビ谷橋上部受託工事

　富山県の南西部に位置し、四季折々の景観が愉し
める庄川峡。遊覧船から望む山峡に本橋は佇んでい
ます。利賀ダム建設のための工事用道路として整備
され、ダム完成後には、一般国道471号利賀バイパス
の一部として供用が予定されています。道路線形は
曲線区間に位置していますが、トラス主構は直線配
置とし、谷の起伏に合わせて主構高を変化させた造
形としています。
　本橋は、ベント基礎杭の施工～ベント設備の設置
～トラス桁架設を１サイクルとしてこれを4回繰り返
し、トラベラークレーンによりA2側からA1側に向
かって片押し架設を行なっています。付近には温泉民
宿があったため、ベント基礎杭の施工には振動・騒音
を抑制するサイクルハンマー工法を採用し、地域の
環境基準値（振動：75dB・騒音：85dB）を上回ること
がないよう施工しました。また、トラベラークレーンを
当初計画の350t･m型から450t･m型へと大型化す
ることでベント設備２基の削減が可能となり、振動・騒
音の発生源を抑えるとともに約２週間の工程短縮を
実現させることができました。
　ベント設備はトラベラークレーンでの解体を前提に、

ベント支柱をブロック化してトラス桁の下から引出し・
解体できるよう、予めベント支柱に引出し用の梁を取
付ける計画を立案・実施しました。併せて、トラス桁およ
びトラベラークレーン載荷によるベントの不等沈下等
の変状について、各ベント基部に傾斜計等の計測機器
を設置して常時計測し、それらをパソコン上で一括集
中監視・管理することで安全性を向上させています。
　トラス桁は下弦材・斜材・上弦材・床組の順に架設し
ています。上弦材の架設においては主構高が最大
14.0mあったため、予め吊足場を地上で組んだ後、上
弦材に吊り下げて一体化させた状態で架設することで
高所作業の安全に関するリスク低減をはかりました。
　本橋の架設において懸念されたのが、ベント設備の
省略に伴い発生するトラス桁の張出し架設でした。トラ
ス桁の構造上、張出し架設にあたっては、本来軸力部材
である弦材に付加曲げを発生させない対策が求めら
れます。そこで、この対策として本橋では、張出し架設を
行なう下弦材の先端付近と先行架設した上弦材格点
間に仮設の斜吊り索を設置した架設を行っています。
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架設完了全景

側面図

平面図

断面図
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最近完成した橋②

156

471

利賀村北原

利賀村下原

利賀村仙野原

庄
川

工事場所

施工ステップ図峡谷美と融和する鋼上路式トラス桁

最近
完成した橋

ベント設備組立

架設完了全景

ベント設備解体

張出し架設

発注者 国土交通省 北陸地方整備局 利賀ダム工事事務所
所在地 富山県南砺市利賀村長崎地先
形　式 鋼単純上路式トラス桁

橋　長 111.0ｍ
幅　員 9.7m

支間長 109.5m
鋼　重 533t

富山県
利賀ダム工事用道路

ウシクルビ谷橋上部受託工事

　富山県の南西部に位置し、四季折々の景観が愉し
める庄川峡。遊覧船から望む山峡に本橋は佇んでい
ます。利賀ダム建設のための工事用道路として整備
され、ダム完成後には、一般国道471号利賀バイパス
の一部として供用が予定されています。道路線形は
曲線区間に位置していますが、トラス主構は直線配
置とし、谷の起伏に合わせて主構高を変化させた造
形としています。
　本橋は、ベント基礎杭の施工～ベント設備の設置
～トラス桁架設を１サイクルとしてこれを4回繰り返
し、トラベラークレーンによりA2側からA1側に向
かって片押し架設を行なっています。付近には温泉民
宿があったため、ベント基礎杭の施工には振動・騒音
を抑制するサイクルハンマー工法を採用し、地域の
環境基準値（振動：75dB・騒音：85dB）を上回ること
がないよう施工しました。また、トラベラークレーンを
当初計画の350t･m型から450t･m型へと大型化す
ることでベント設備２基の削減が可能となり、振動・騒
音の発生源を抑えるとともに約２週間の工程短縮を
実現させることができました。
　ベント設備はトラベラークレーンでの解体を前提に、

ベント支柱をブロック化してトラス桁の下から引出し・
解体できるよう、予めベント支柱に引出し用の梁を取
付ける計画を立案・実施しました。併せて、トラス桁およ
びトラベラークレーン載荷によるベントの不等沈下等
の変状について、各ベント基部に傾斜計等の計測機器
を設置して常時計測し、それらをパソコン上で一括集
中監視・管理することで安全性を向上させています。
　トラス桁は下弦材・斜材・上弦材・床組の順に架設し
ています。上弦材の架設においては主構高が最大
14.0mあったため、予め吊足場を地上で組んだ後、上
弦材に吊り下げて一体化させた状態で架設することで
高所作業の安全に関するリスク低減をはかりました。
　本橋の架設において懸念されたのが、ベント設備の
省略に伴い発生するトラス桁の張出し架設でした。トラ
ス桁の構造上、張出し架設にあたっては、本来軸力部材
である弦材に付加曲げを発生させない対策が求めら
れます。そこで、この対策として本橋では、張出し架設を
行なう下弦材の先端付近と先行架設した上弦材格点
間に仮設の斜吊り索を設置した架設を行っています。
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架設完了全景

側面図

平面図

断面図
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最近完成した橋③

工事場所

富士川

身延駅

身
延
線

813

10

送り出し架設

地上40mでの送り出し架設

最近
完成した橋

手延機送り出し架設全景

送り出し架設

完成写真

発注者 国土交通省 関東地方整備局
所在地 山梨県南巨摩郡身延町和田地先
形　式 鋼5径間連続細幅箱桁橋

橋　長 248.0m
幅　員 11.1m

支間長 47.7m+3@50.0m+47.7m
鋼　重 725t

山梨県
中部横断時雨沢川橋

上部工事

　時雨沢川橋は、静岡県静岡市を起点に、山梨県甲斐
市を経由して長野県小諸市を結ぶ延長約132kmの
中部横断自動車道のうち、山梨県身延町の時雨沢川
を渡る、橋長248mの鋼5径間連続細幅箱桁橋です。
　架橋場所は、建設中である身延山ＩＣの南側に位置
し、日本三大急流の一つである一級河川富士川及
び、山岳路線であるＪＲ身延線と並行した山間に位置
します。
　本工事の現場条件として、①桁下直下に民家があ
り、桁下ヤードが狭隘であること。特にP1橋脚は斜面
中腹にあり、クレーンが近づけない場所であったこと。
②桁下ヤードへの資材搬入ルートは非常に狭く、ト
レーラーが通行できないこと。③橋脚が約40mのハ
イピアであることが挙げられ、これらの特徴により送
り出し工法が採用されました。送り出し架設はA2側

（甲府側）からA1側へ向けて5回に分けて行い、合成
床版を設置した状態で送り出しました。桁の組立精度
向上を目的とし、地組立は各径間毎に行い、送り出し
た桁に直接接合せず単独で地組・本締めを行い、縦取
りして送り出した桁に接合しました。また、平面線形が
R=1500 ～ A=800mの曲線形状であるため、送り

出し時の橋脚上変位量をレーザー距離計で測定して
横移動装置で送り出し方向を調整しました。安全面と
しては、桁下直下に民家があることから、安全に桁を
送り出すため手延べ機長さを当初の37.5mから
53mに変更し、各送り出し完了時は常に手延べ機は
大きな張出し状態とならずに、橋脚上に固定できるよ
う工夫しました。これらの対策により、無事故・無災害
で送り出し架設を終えることができました。
　本工事はCIM活用工事の適用を受け、CIMモデル
による支点周りの取り合い照査や付属物の干渉
チェック、送り出し架設のシミュレーションを実施しま
した。その他にも、CIMモデルの活用範囲を広げる取
り組みとして、壁高欄鉄筋に対するMRデバイスを用
いた3次元モデル投影による配筋検査及び遠隔臨場
を試行しました。
　中部横断自動車道開通により、新東名高速道路、
中央自動車道及び上信越自動車道が接続され、周辺
地域における生活、産業、観光面の活性化、水害時の
交通寸断の改善、地震災害時の緊急輸送路の機能向
上、高次医療施設への迅速な移動が可能となるな
ど、様々な効果が期待されます。
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地組立、集中制御 リフティングサポートジャッキ

横移動装置

中間支点の送り装置 架設シミュレーション

完成写真完成写真完成写真完成写真
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最近完成した橋③

工事場所

富士川

身延駅

身
延
線

813

10

送り出し架設

地上40mでの送り出し架設

最近
完成した橋

手延機送り出し架設全景

送り出し架設

完成写真

発注者 国土交通省 関東地方整備局
所在地 山梨県南巨摩郡身延町和田地先
形　式 鋼5径間連続細幅箱桁橋

橋　長 248.0m
幅　員 11.1m

支間長 47.7m+3@50.0m+47.7m
鋼　重 725t

山梨県
中部横断時雨沢川橋

上部工事

　時雨沢川橋は、静岡県静岡市を起点に、山梨県甲斐
市を経由して長野県小諸市を結ぶ延長約132kmの
中部横断自動車道のうち、山梨県身延町の時雨沢川
を渡る、橋長248mの鋼5径間連続細幅箱桁橋です。
　架橋場所は、建設中である身延山ＩＣの南側に位置
し、日本三大急流の一つである一級河川富士川及
び、山岳路線であるＪＲ身延線と並行した山間に位置
します。
　本工事の現場条件として、①桁下直下に民家があ
り、桁下ヤードが狭隘であること。特にP1橋脚は斜面
中腹にあり、クレーンが近づけない場所であったこと。
②桁下ヤードへの資材搬入ルートは非常に狭く、ト
レーラーが通行できないこと。③橋脚が約40mのハ
イピアであることが挙げられ、これらの特徴により送
り出し工法が採用されました。送り出し架設はA2側

（甲府側）からA1側へ向けて5回に分けて行い、合成
床版を設置した状態で送り出しました。桁の組立精度
向上を目的とし、地組立は各径間毎に行い、送り出し
た桁に直接接合せず単独で地組・本締めを行い、縦取
りして送り出した桁に接合しました。また、平面線形が
R=1500 ～ A=800mの曲線形状であるため、送り

出し時の橋脚上変位量をレーザー距離計で測定して
横移動装置で送り出し方向を調整しました。安全面と
しては、桁下直下に民家があることから、安全に桁を
送り出すため手延べ機長さを当初の37.5mから
53mに変更し、各送り出し完了時は常に手延べ機は
大きな張出し状態とならずに、橋脚上に固定できるよ
う工夫しました。これらの対策により、無事故・無災害
で送り出し架設を終えることができました。
　本工事はCIM活用工事の適用を受け、CIMモデル
による支点周りの取り合い照査や付属物の干渉
チェック、送り出し架設のシミュレーションを実施しま
した。その他にも、CIMモデルの活用範囲を広げる取
り組みとして、壁高欄鉄筋に対するMRデバイスを用
いた3次元モデル投影による配筋検査及び遠隔臨場
を試行しました。
　中部横断自動車道開通により、新東名高速道路、
中央自動車道及び上信越自動車道が接続され、周辺
地域における生活、産業、観光面の活性化、水害時の
交通寸断の改善、地震災害時の緊急輸送路の機能向
上、高次医療施設への迅速な移動が可能となるな
ど、様々な効果が期待されます。
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最近完成した橋④
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【今回工事】

25

令和の時代に生まれ変わった県境のアーチ

最近
完成した橋

アーチリブ架設

発注者 三重県
所在地 三重県伊賀市治田～奈良県山辺郡山添村遅瀬地内
形　式 鋼下路式ローゼ橋

橋　長 92.5m
幅　員 8.2ｍ

支間長 90.9ｍ
鋼　重 531ｔ

三重県・奈良県
一般国道25号(五月橋)
橋梁上部工工事

　昭和2年(1927年)に完成した五月橋旧橋は、一般
国道25号の三重県伊賀市と奈良県山辺郡山添村の
県境に流れる名張川をまたぐ地域の交通、交流のた
めに重要な役割を果たしてきました。
　その五月橋旧橋は、建造92年となり、老朽化が著しく現
行基準の耐震性能を満足しておらず、道路管理者である
三重県と奈良県の事業として架け替えすることとなりまし
た。旧橋は河川内に2基の橋脚を有する3径間のトラス橋
でしたが、新橋は河川を一気にまたぐ下路式ローゼ橋とし
て生まれ変わりました。また、旧橋は有効幅員が4.5mしか
なく車両のすれ違いが危険かつ困難でしたが、新橋は有
効幅員7.0mで車道が2車線確保されており大型車でも
対向可能となる等安全で円滑な交通が確保されるととも
に、災害等の緊急時における緊急車両及び物資の輸送の
交通確保、並行して走る名阪国道へのアクセス向上及び
地域間交流の向上等が図られることとなりました。
　新橋の架橋地点は旧橋の下流側で名張川を挟んで
両岸に道路があり、ヤードとしては狭隘な状況でした。
また本橋下流には水資源機構が管理している高山ダ
ムがあり、仮桟橋やベント杭設備等の設置ができず、
河川内への影響を最小限とするため、架設工法は今回

の橋梁形式にも適したケーブルエレクション斜吊工法
を採用しました。ケーブルエレクション設備を設置する
にあたり、鉄塔設備はヤード内に配置し、その後方索は
両岸の道路上空を跨ぎ、のり面に設置したグラウンド
アンカーにより定着しますが、現道交通の安全確保の
ため、設備施工前に道路上に防護工を設置し万が一の
落下物の発生にも備えたうえで施工を行いました。
　ケーブルエレクション斜吊工法による架設の場合、
アーチリブの架設ステップごとの形状管理が橋の出
来形への影響はもとより、橋体の安定性及び設備の
安全性の観点からも非常に重要となります。今回、架
設途上のエレクション設備を含めたモデルにより予め
解体計算を実施したうえで計画値を設定し、架設ス
テップごとに3次元計測を行い、桁のねじれ等の把握
しにくい立体的な誤差を高精度に確認し、各ステップ
で調整しながらアーチリブを閉合させました。橋台部
においては斜吊中に発生する水平反力を受けるジャッ
キを設置することにより、補剛桁の閉合もスムーズに
行うことができ、全体として規格値の50%以内の誤差
での出来形を実現しました。その後、床版、舗装工事を
行い、本橋は令和2年3月23日に無事開通しました。
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アーチリブ閉合

アーチリブ閉合完了 補剛桁・床組架設完了

架設計画図

橋梁一般図

竣　　工　昭和2年（1927年）[建造92年]
橋　　長　95.4ｍ
支 間 長　21.3m＋50.8m＋21.3m

有効幅員　4.5m
橋梁形式　ポニートラス＋プラットトラス
橋　　格　１等橋

五月橋 旧橋
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最近完成した橋④

至 月ヶ瀬

至 遅瀬

至 遅瀬

至
 亀

山・
名古

屋

至
 天

理・
大

阪

奈良県
山辺郡山添村

三重県
伊賀市

名張川

五月橋(旧橋)

181

4

名
阪
国
道

五月橋(新橋)
【今回工事】

25

令和の時代に生まれ変わった県境のアーチ

最近
完成した橋

アーチリブ架設

発注者 三重県
所在地 三重県伊賀市治田～奈良県山辺郡山添村遅瀬地内
形　式 鋼下路式ローゼ橋

橋　長 92.5m
幅　員 8.2ｍ

支間長 90.9ｍ
鋼　重 531ｔ

三重県・奈良県
一般国道25号(五月橋)
橋梁上部工工事

　昭和2年(1927年)に完成した五月橋旧橋は、一般
国道25号の三重県伊賀市と奈良県山辺郡山添村の
県境に流れる名張川をまたぐ地域の交通、交流のた
めに重要な役割を果たしてきました。
　その五月橋旧橋は、建造92年となり、老朽化が著しく現
行基準の耐震性能を満足しておらず、道路管理者である
三重県と奈良県の事業として架け替えすることとなりまし
た。旧橋は河川内に2基の橋脚を有する3径間のトラス橋
でしたが、新橋は河川を一気にまたぐ下路式ローゼ橋とし
て生まれ変わりました。また、旧橋は有効幅員が4.5mしか
なく車両のすれ違いが危険かつ困難でしたが、新橋は有
効幅員7.0mで車道が2車線確保されており大型車でも
対向可能となる等安全で円滑な交通が確保されるととも
に、災害等の緊急時における緊急車両及び物資の輸送の
交通確保、並行して走る名阪国道へのアクセス向上及び
地域間交流の向上等が図られることとなりました。
　新橋の架橋地点は旧橋の下流側で名張川を挟んで
両岸に道路があり、ヤードとしては狭隘な状況でした。
また本橋下流には水資源機構が管理している高山ダ
ムがあり、仮桟橋やベント杭設備等の設置ができず、
河川内への影響を最小限とするため、架設工法は今回

の橋梁形式にも適したケーブルエレクション斜吊工法
を採用しました。ケーブルエレクション設備を設置する
にあたり、鉄塔設備はヤード内に配置し、その後方索は
両岸の道路上空を跨ぎ、のり面に設置したグラウンド
アンカーにより定着しますが、現道交通の安全確保の
ため、設備施工前に道路上に防護工を設置し万が一の
落下物の発生にも備えたうえで施工を行いました。
　ケーブルエレクション斜吊工法による架設の場合、
アーチリブの架設ステップごとの形状管理が橋の出
来形への影響はもとより、橋体の安定性及び設備の
安全性の観点からも非常に重要となります。今回、架
設途上のエレクション設備を含めたモデルにより予め
解体計算を実施したうえで計画値を設定し、架設ス
テップごとに3次元計測を行い、桁のねじれ等の把握
しにくい立体的な誤差を高精度に確認し、各ステップ
で調整しながらアーチリブを閉合させました。橋台部
においては斜吊中に発生する水平反力を受けるジャッ
キを設置することにより、補剛桁の閉合もスムーズに
行うことができ、全体として規格値の50%以内の誤差
での出来形を実現しました。その後、床版、舗装工事を
行い、本橋は令和2年3月23日に無事開通しました。
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アーチリブ閉合

アーチリブ閉合完了 補剛桁・床組架設完了

架設計画図

橋梁一般図

竣　　工　昭和2年（1927年）[建造92年]
橋　　長　95.4ｍ
支 間 長　21.3m＋50.8m＋21.3m

有効幅員　4.5m
橋梁形式　ポニートラス＋プラットトラス
橋　　格　１等橋

五月橋 旧橋
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最近完成した橋⑤

一級河川 淀川

工事場所
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43

阪神高速3号神戸線

淀川河川公園

福島区

西淀川区

至 大阪市

至 神戸市

側面図

平面図

床版取替工一般図① 鈑桁橋 床版取替工一般図② トラス橋

次の100年につなぐ淀川大橋の大規模更新

最近
完成した橋

1期規制

床版取替前 床版撤去 床版ブロック撤去 鋼床版架設
完成全景

トラス主構取替

腐食部材

発注者 国土交通省近畿地方整備局 大阪国道事務所
所在地 大阪市福島区海老江地先～大阪市西淀川区野里地先
形　式 中央径間：鋼6径間単純上路式ワーレントラス橋　側径間：鋼12径間単純鈑桁2連

橋　長 724.5m
幅　員 20.8m

支間長 11＠21.9+22.1+6＠32.9+22.1+11＠21.9m
鋼　重 4,700t(鋼床版）

大阪府
国道２号淀川大橋
床版取替他工事

　淀川大橋は、大阪平野を流れる淀川を渡る国道2
号の橋梁です。大正15年（1926年）の完成から100
年近く大阪～神戸間の大動脈としての役割を果たし
続け、現在も1日当たり約35,000台もの自動車が走
り続けています。
　本橋は橋長724.5ｍ、上部工形式は中央径間が鋼
6径間単純上路式ワーレントラス橋、両側径間が鋼
12径間単純鈑桁橋からなる全30径間の橋梁です。

『浪速の名橋50選』にも選ばれており近代大阪の発
展を語る上でも非常に重要な構造物でもあります。
建設当時は路面電車と自動車の併用橋として建設さ
れ、第2次世界大戦時の大阪大空襲や兵庫県南部地
震の被災を乗り越え、また昭和50年（1975年）には
軌道を撤去して車道の4車線化が図られるなど時代
とともに利用形態は変化しましたが、橋桁は建設当時
のままその歴史を刻んできました。
　今回、次の100年も引き続き安心して利用できる
ように約3年 の 歳 月をかけ、老 朽 化した 重 量 約
12,000トンのRC床版を約4,700トンの鋼床版へ取
替え大幅な軽量化をはかることで橋脚や基礎の耐震
性能を向上させるとともに、損傷の激しい鋼部材の

取替を行う大規模更新工事を実施しました。十分な
安全対策を施し、下流側・上流側・中央部に3分割し
て施工することにより、常に片側1車線を確保するこ
とで重要幹線を止めることなく無事に工事を完了す
ることができました。
　本橋は令和2年（2020年）7月11日に工事を完了
し、約3年にわたる車線規制を解除しました。沿線住
民および道路利用者の方々のご理解とご協力を得た
うえで、交通供用しながら橋梁の大規模更新工事を
行う先例として注目を集めました。
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最近完成した橋⑤

一級河川 淀川

工事場所
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阪神高速3号神戸線

淀川河川公園

福島区

西淀川区

至 大阪市

至 神戸市

側面図

平面図

床版取替工一般図① 鈑桁橋 床版取替工一般図② トラス橋

次の100年につなぐ淀川大橋の大規模更新

最近
完成した橋

1期規制

床版取替前 床版撤去 床版ブロック撤去 鋼床版架設
完成全景

トラス主構取替

腐食部材

発注者 国土交通省近畿地方整備局 大阪国道事務所
所在地 大阪市福島区海老江地先～大阪市西淀川区野里地先
形　式 中央径間：鋼6径間単純上路式ワーレントラス橋　側径間：鋼12径間単純鈑桁2連

橋　長 724.5m
幅　員 20.8m

支間長 11＠21.9+22.1+6＠32.9+22.1+11＠21.9m
鋼　重 4,700t(鋼床版）

大阪府
国道２号淀川大橋
床版取替他工事

　淀川大橋は、大阪平野を流れる淀川を渡る国道2
号の橋梁です。大正15年（1926年）の完成から100
年近く大阪～神戸間の大動脈としての役割を果たし
続け、現在も1日当たり約35,000台もの自動車が走
り続けています。
　本橋は橋長724.5ｍ、上部工形式は中央径間が鋼
6径間単純上路式ワーレントラス橋、両側径間が鋼
12径間単純鈑桁橋からなる全30径間の橋梁です。

『浪速の名橋50選』にも選ばれており近代大阪の発
展を語る上でも非常に重要な構造物でもあります。
建設当時は路面電車と自動車の併用橋として建設さ
れ、第2次世界大戦時の大阪大空襲や兵庫県南部地
震の被災を乗り越え、また昭和50年（1975年）には
軌道を撤去して車道の4車線化が図られるなど時代
とともに利用形態は変化しましたが、橋桁は建設当時
のままその歴史を刻んできました。
　今回、次の100年も引き続き安心して利用できる
ように約3年 の 歳 月をかけ、老 朽 化した 重 量 約
12,000トンのRC床版を約4,700トンの鋼床版へ取
替え大幅な軽量化をはかることで橋脚や基礎の耐震
性能を向上させるとともに、損傷の激しい鋼部材の

取替を行う大規模更新工事を実施しました。十分な
安全対策を施し、下流側・上流側・中央部に3分割し
て施工することにより、常に片側1車線を確保するこ
とで重要幹線を止めることなく無事に工事を完了す
ることができました。
　本橋は令和2年（2020年）7月11日に工事を完了
し、約3年にわたる車線規制を解除しました。沿線住
民および道路利用者の方々のご理解とご協力を得た
うえで、交通供用しながら橋梁の大規模更新工事を
行う先例として注目を集めました。
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3期規制

部材取替

2期規制
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最近完成した橋⑥

新町川

29

29

120

120

昭和町

津田町

工事場所
P4

P3

P2

P1

国内最大級の支間長を有する鋼床版箱桁橋

最近
完成した橋

仮組立て

発注者　四国地方整備局徳島河川国道事務所
所在地 徳島県徳島市東沖洲地先～徳島市津田海岸町地先
形　式 鋼３径間連続鋼床版箱桁橋

橋　長 500.0ｍ
幅　員 28.6ｍ

支間長 123.5m+250.0m+123.5m
鋼　重 8,500ｔ

徳島県
平成30－32年度
新町川橋上部工事

　四国横断自動車道（阿南～徳島東）は四国８の字
ネットワークの一部を形成しており、供用済みの四国
縦貫自動車道や四国横断自動車道と連携し、四国東
南部における広域交通ネットワークを形成することに
より、慢性的な渋滞の緩和、高次緊急医療機関への
搬送時間短縮、南海トラフ地震など災害時の緊急搬
送道路としての役割を担っています。新町川橋は、津
田IC~徳島東IC間のほぼ中間点に位置し新町川の河
口付近に架橋される３径間連続鋼床版箱桁橋です。
中央径間の支間長250mは、鋼床版箱桁橋としては
国内最大級です。また、国内最大クラスの起重機船
（以下FCと略す）を用いた大ブロックＦＣ架設を行い
ました。
　本橋では疲労に配慮し、Ｕリブ貫通部のノンスカー
ラップ構造や、角部三線交差部の溶接手順、垂直補
剛材の上端構造について、模型による施工試験など
の検討を行い製作に反映しています。
　側径間は3,700t吊FCの「武蔵」、中央径間は4,100t
吊FCの「海翔」にて架設する計画としました。左岸側
の大ブロックについては、近接する堤防基礎への影
響を考慮し、河床の浚渫が計画通り出来なかったた

め、FCを中央径間側に寄せて架設する必要がありま
した。そのため、分割したS1~J2（小ブロック）を先行
して架設し、更に400ｔのウェイトをJ16付近に搭載し
た大ブロック架設を行うこととしました。これにより吊
り重心がP2側に約15.0m移動し、架設が可能となり
ました。
　本橋は断面形状が複雑であり,正確な断面剛性の
把握が困難であること、長支間の鋼床版箱桁であり、
断面剛性の差異が大きな変形差になることが予測さ
れたことから、製作キャンバーの設定にFEM解析を
用いることとしました。その結果、現場での鋼桁キャ
ンバーの出来形が、側径間が最大30mmの誤差（規
格値の35%）、中央径間は最大24mmの誤差（規格
値の16%）に収まり、高い精度となりました。
　本工事は、2018年8月に製作を開始、FCによる大
ブロック架設を2020年9月~12月に4回に分けて実
施しました。下部工工事との平行作業、河床の浚渫に
起因した架設方法の変更、台風による架設の遅延な
どありましたが、発注者とJVとで緊密に工程管理を
行った結果、予定通り2021年3月21日に無事開通す
ることができました。
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海上輸送 P1斜ベント組立

右岸（J25～ P4）架設状況 中央径間（J16 ～J25）大ブロック架設

側面図

断面図

平面図

令和2年10月26日 令和2年12月5日
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最近完成した橋⑥

新町川

29

29

120

120

昭和町

津田町

工事場所
P4

P3

P2

P1

国内最大級の支間長を有する鋼床版箱桁橋

最近
完成した橋

仮組立て

発注者　四国地方整備局徳島河川国道事務所
所在地 徳島県徳島市東沖洲地先～徳島市津田海岸町地先
形　式 鋼３径間連続鋼床版箱桁橋

橋　長 500.0ｍ
幅　員 28.6ｍ

支間長 123.5m+250.0m+123.5m
鋼　重 8,500ｔ

徳島県
平成30－32年度
新町川橋上部工事

　四国横断自動車道（阿南～徳島東）は四国８の字
ネットワークの一部を形成しており、供用済みの四国
縦貫自動車道や四国横断自動車道と連携し、四国東
南部における広域交通ネットワークを形成することに
より、慢性的な渋滞の緩和、高次緊急医療機関への
搬送時間短縮、南海トラフ地震など災害時の緊急搬
送道路としての役割を担っています。新町川橋は、津
田IC~徳島東IC間のほぼ中間点に位置し新町川の河
口付近に架橋される３径間連続鋼床版箱桁橋です。
中央径間の支間長250mは、鋼床版箱桁橋としては
国内最大級です。また、国内最大クラスの起重機船
（以下FCと略す）を用いた大ブロックＦＣ架設を行い
ました。
　本橋では疲労に配慮し、Ｕリブ貫通部のノンスカー
ラップ構造や、角部三線交差部の溶接手順、垂直補
剛材の上端構造について、模型による施工試験など
の検討を行い製作に反映しています。
　側径間は3,700t吊FCの「武蔵」、中央径間は4,100t
吊FCの「海翔」にて架設する計画としました。左岸側
の大ブロックについては、近接する堤防基礎への影
響を考慮し、河床の浚渫が計画通り出来なかったた

め、FCを中央径間側に寄せて架設する必要がありま
した。そのため、分割したS1~J2（小ブロック）を先行
して架設し、更に400ｔのウェイトをJ16付近に搭載し
た大ブロック架設を行うこととしました。これにより吊
り重心がP2側に約15.0m移動し、架設が可能となり
ました。
　本橋は断面形状が複雑であり,正確な断面剛性の
把握が困難であること、長支間の鋼床版箱桁であり、
断面剛性の差異が大きな変形差になることが予測さ
れたことから、製作キャンバーの設定にFEM解析を
用いることとしました。その結果、現場での鋼桁キャ
ンバーの出来形が、側径間が最大30mmの誤差（規
格値の35%）、中央径間は最大24mmの誤差（規格
値の16%）に収まり、高い精度となりました。
　本工事は、2018年8月に製作を開始、FCによる大
ブロック架設を2020年9月~12月に4回に分けて実
施しました。下部工工事との平行作業、河床の浚渫に
起因した架設方法の変更、台風による架設の遅延な
どありましたが、発注者とJVとで緊密に工程管理を
行った結果、予定通り2021年3月21日に無事開通す
ることができました。
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海上輸送 P1斜ベント組立

右岸（J25～ P4）架設状況 中央径間（J16 ～J25）大ブロック架設

側面図

断面図

平面図

令和2年10月26日 令和2年12月5日
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最近完成した橋⑦
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208
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385

18

大川中央公園

筑後川昇開橋

筑
後
川

有明海沿岸道路

工事場所
世界遺産

三重津海軍所跡

早津江川橋

大川市

デ・レイケ導流堤や昇開橋と共に
筑後の水文化を継承する橋

最近
完成した橋

スプリンギング越し桁下

発注者　国土交通省 九州地方整備局
所在地 福岡県大川市大字小保地先～大野島地先
形　式 鋼４径間連続（２連）単弦中路アーチ橋

橋　長 450.0m
幅　員 20.5 ～ 21.4m

支間長 62.9m＋170.0m＋153.0m＋61.9m
鋼　重 6,593t

福岡県
福岡208号 筑後川橋
上部工（P4-P8）工事

　有明筑後川大橋は、地域高規格道路有明海沿岸道路
のうち九州最大の一級河川である筑後川上に位置し、2
連のアーチで筑後川を跨ぐ、橋長450m、最大支間長
170mの中路アーチ橋です。単弦のアーチリブが支点
上で分岐する構造を2連のアーチ橋として建設するとい
う意味で、国内で初めての橋梁形式が採用されました。
　本橋は、地域のシンボルである昇開橋などの歴史
遺産や広々とした周辺景観に調和した姿や、デ・レイケ
導流堤が作り出す筑後川の水文化への敬意を大切に
考えたデザインコンセプトの基に設計されました。夕
日に美しく染まる”淡い桜色”の色彩、伝統的な大川組
子細工を表現した”クロス配置の吊材”、水平基調で河
川を軽やかに渡っている軽快感を表現した“アーチシ
ルエット”など、様々なデザイン特徴を有しています。
　本工事は、平成28年3月より設計照査・施工計画を開
始、同年11月に工場製作に着手し、翌年8月より現地架
設に着手しました。設計・製作段階ではCIMを導入し、
3Dモデルによる設計照査の高度化や4D施工シミュ
レーションによる施工計画・各種協議の効率化を図りま
した。現地架設では、クレーンベント工法と送出し工法
を併用した架設工法を採用しており、各径間の補剛桁、

スプリンギング、アーチリブを段階的に架設しました。
　P5-P6径間の補剛桁送出し架設は、桁下に位置す
る主要航路の規制による航行船舶への影響最小化を
目的に採用しており、延長195.4m、総重量1,765tの
大規模な送出しを安全かつ急速に施工することが求
められました。手延べ機先端が河川上のベントに到達
する際、一般的には手延べ機先端を到達直前でジャッ
キアップすることによりベントとの干渉を回避します
が、本工事では、手延べ機と補剛桁との連結構で約
2.6度（手延べ先端で3.2m）の仰角を設定することに
より、到達時にノンストップで施工を続けることとしま
した。主桁腹板間隔変化部においては、一般的にはシ
ンクロジャッキ配置を調整することで対応しますが、
本工事では、十分な剛度を有する補剛材で支持させ
ることで位置調整を省略しており、FEMによる補強設
計や不均等係数の検討等含めた様々な工夫により、
架設時の安全性向上と高速化を実現しました。
　本橋を含む有明海沿岸道路大川東IC ～大野島IC
間は、令和3年3月14日に開通しました。本区間の開
通により、上流に位置する国道208号の渋滞緩和や
交通安全性の向上、周辺地域のアクセス性の向上が
大いに期待されています。
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7
完成路面 P6スプリンギング架設 ケーブル架設

送出し桁地組状況 送出し桁降下状況

側面図

平面図

標準断面図

P6支点断面図

STEP-1　P6-P8間スプリンギング・補剛桁クレーン架設 STEP-2　P4-P5間スプリンギング・補剛桁クレーン架設

STEP-3　P5-P6間補剛桁送出し架設 STEP-4　アーチリブクレーン架設
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最近完成した橋⑦
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大川中央公園

筑後川昇開橋

筑
後
川

有明海沿岸道路

工事場所
世界遺産

三重津海軍所跡

早津江川橋

大川市

デ・レイケ導流堤や昇開橋と共に
筑後の水文化を継承する橋

最近
完成した橋

スプリンギング越し桁下

発注者　国土交通省 九州地方整備局
所在地 福岡県大川市大字小保地先～大野島地先
形　式 鋼４径間連続（２連）単弦中路アーチ橋

橋　長 450.0m
幅　員 20.5 ～ 21.4m

支間長 62.9m＋170.0m＋153.0m＋61.9m
鋼　重 6,593t

福岡県
福岡208号 筑後川橋
上部工（P4-P8）工事

　有明筑後川大橋は、地域高規格道路有明海沿岸道路
のうち九州最大の一級河川である筑後川上に位置し、2
連のアーチで筑後川を跨ぐ、橋長450m、最大支間長
170mの中路アーチ橋です。単弦のアーチリブが支点
上で分岐する構造を2連のアーチ橋として建設するとい
う意味で、国内で初めての橋梁形式が採用されました。
　本橋は、地域のシンボルである昇開橋などの歴史
遺産や広々とした周辺景観に調和した姿や、デ・レイケ
導流堤が作り出す筑後川の水文化への敬意を大切に
考えたデザインコンセプトの基に設計されました。夕
日に美しく染まる”淡い桜色”の色彩、伝統的な大川組
子細工を表現した”クロス配置の吊材”、水平基調で河
川を軽やかに渡っている軽快感を表現した“アーチシ
ルエット”など、様々なデザイン特徴を有しています。
　本工事は、平成28年3月より設計照査・施工計画を開
始、同年11月に工場製作に着手し、翌年8月より現地架
設に着手しました。設計・製作段階ではCIMを導入し、
3Dモデルによる設計照査の高度化や4D施工シミュ
レーションによる施工計画・各種協議の効率化を図りま
した。現地架設では、クレーンベント工法と送出し工法
を併用した架設工法を採用しており、各径間の補剛桁、

スプリンギング、アーチリブを段階的に架設しました。
　P5-P6径間の補剛桁送出し架設は、桁下に位置す
る主要航路の規制による航行船舶への影響最小化を
目的に採用しており、延長195.4m、総重量1,765tの
大規模な送出しを安全かつ急速に施工することが求
められました。手延べ機先端が河川上のベントに到達
する際、一般的には手延べ機先端を到達直前でジャッ
キアップすることによりベントとの干渉を回避します
が、本工事では、手延べ機と補剛桁との連結構で約
2.6度（手延べ先端で3.2m）の仰角を設定することに
より、到達時にノンストップで施工を続けることとしま
した。主桁腹板間隔変化部においては、一般的にはシ
ンクロジャッキ配置を調整することで対応しますが、
本工事では、十分な剛度を有する補剛材で支持させ
ることで位置調整を省略しており、FEMによる補強設
計や不均等係数の検討等含めた様々な工夫により、
架設時の安全性向上と高速化を実現しました。
　本橋を含む有明海沿岸道路大川東IC ～大野島IC
間は、令和3年3月14日に開通しました。本区間の開
通により、上流に位置する国道208号の渋滞緩和や
交通安全性の向上、周辺地域のアクセス性の向上が
大いに期待されています。
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完成路面 P6スプリンギング架設 ケーブル架設

送出し桁地組状況 送出し桁降下状況

側面図

平面図

標準断面図

P6支点断面図

STEP-1　P6-P8間スプリンギング・補剛桁クレーン架設 STEP-2　P4-P5間スプリンギング・補剛桁クレーン架設

STEP-3　P5-P6間補剛桁送出し架設 STEP-4　アーチリブクレーン架設
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最近完成した橋⑧

関
越
自
動
車
道

東所沢駅

JR武蔵野線

日比田調節池

滝の城址公園

463

工事場所
東
川

供用80年以上経過した土木遺産の移設（リユース）

最近
完成した橋

発注者 埼玉県川越県土整備事務所
所在地 一級河川東川（日比田調節池）/埼玉県所沢市日比田地内
形　式 単純下路式ワーレントラス橋

橋　長 52.2m
幅　員 歩道部有効幅員 3.0m

支間長 51.2ｍ
鋼　重 109ｔ（新規製作重量：19ｔ）

埼玉県
河川改修工事

（日比田調節池管理橋上部工）

　本工事は、埼玉県深谷市と群馬県伊勢崎市の県境
を流れる利根川に架かる上武大橋（単純下路式ワー
レントラス橋）を、約70km離れた埼玉県所沢市を流
れる東川の日比田調節池へ移設（リユース）する工事
です。
　埼玉県東川の治水を目的とするこの調節池は、そ
の堤防天端に管理用通路を設けて周囲を歩けるよう
にする計画で、東川と調節池とを結ぶ越流部の上に
人道橋が必要でした。
　一方、上武大橋（旧橋）は、昭和９年に竣工し最近ま
で供用されていましたが老朽化が進んだこと、幅員
が狭く渋滞が慢性化していることから、隣に新橋が架
けられて任務を完了し撤去することとなりました。し
かし、旧橋は古くから人々に愛され、かつ太平洋戦争
当時の戦闘機の弾痕が残って土木遺産としての価値
も高いことから、一部を再利用する計画となりました。
　旧橋は連結材料にリベットを使用しており、約
7,000本のリベットを撤去し解体しました。健全な部
材はそのまま再使用し、損傷の激しい部材は新規製
作しました。
　移設先での架設は、高力ボルトで部材を連結しま
す。リベット孔を利用してボルトを差し込むために孔
精度が要求されますが、孔ずれの大きい上弦材ガ
セットプレートは新規製作し、旧ガセット材を重ねてド

リル削孔する「当てもみ工法」を採用しました。
　さらに、支点部においては再使用する既設の斜材、
下弦材、支点上横桁が支点上ブロックに交わって連結
するため、旧支点上ブロック材の孔位置を新規製作を
する支点上ブロックへ精確に反映する必要がありまし
た。そこで、通常シミュレーション仮組立で使うデジタ
ルカメラ3次元計測システムを活用し、再現しました。
　本橋は格点部のガセットや支点上ブロックなど、橋
全体の形状を左右する部材を新規製作していること
から実仮組立を実施しました。
　また、部材の旧塗膜は鉛を含んでいることが判明
したため、除去塗膜の飛散防止と確実な廃棄処分に
配慮した湿式ブラストを採用しました。工場で製作、
仮組立、塗装された部材は架橋地点まで輸送し、ク
レーンと屈折式30ｍ仕様の高所作業車とを併用して
架設しました。
　旧橋を再利用する工事は、現行仕様をいかに満た
すかが課題です。解体、移設を経験することで、昭和
初期に限られた道具と施工技術を駆使した先人たち
の知恵に改めて感嘆しました。再利用は「鋼橋の魅
力」の一つであり、本工事では土木遺産の記録を残
すことができました。永らく愛されてきた旧橋が桜色
に変わり、新天地でシンボルとして今後も活躍するこ
とを期待いたします。
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上武大橋（旧橋）

戦闘機弾痕 旧橋撤去

旧橋解体

仮組立

架設

側面図

断面図平面図
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発注者 埼玉県川越県土整備事務所
所在地 一級河川東川（日比田調節池）/埼玉県所沢市日比田地内
形　式 単純下路式ワーレントラス橋

橋　長 52.2m
幅　員 歩道部有効幅員 3.0m

支間長 51.2ｍ
鋼　重 109ｔ（新規製作重量：19ｔ）

埼玉県
河川改修工事

（日比田調節池管理橋上部工）

　本工事は、埼玉県深谷市と群馬県伊勢崎市の県境
を流れる利根川に架かる上武大橋（単純下路式ワー
レントラス橋）を、約70km離れた埼玉県所沢市を流
れる東川の日比田調節池へ移設（リユース）する工事
です。
　埼玉県東川の治水を目的とするこの調節池は、そ
の堤防天端に管理用通路を設けて周囲を歩けるよう
にする計画で、東川と調節池とを結ぶ越流部の上に
人道橋が必要でした。
　一方、上武大橋（旧橋）は、昭和９年に竣工し最近ま
で供用されていましたが老朽化が進んだこと、幅員
が狭く渋滞が慢性化していることから、隣に新橋が架
けられて任務を完了し撤去することとなりました。し
かし、旧橋は古くから人々に愛され、かつ太平洋戦争
当時の戦闘機の弾痕が残って土木遺産としての価値
も高いことから、一部を再利用する計画となりました。
　旧橋は連結材料にリベットを使用しており、約
7,000本のリベットを撤去し解体しました。健全な部
材はそのまま再使用し、損傷の激しい部材は新規製
作しました。
　移設先での架設は、高力ボルトで部材を連結しま
す。リベット孔を利用してボルトを差し込むために孔
精度が要求されますが、孔ずれの大きい上弦材ガ
セットプレートは新規製作し、旧ガセット材を重ねてド

リル削孔する「当てもみ工法」を採用しました。
　さらに、支点部においては再使用する既設の斜材、
下弦材、支点上横桁が支点上ブロックに交わって連結
するため、旧支点上ブロック材の孔位置を新規製作を
する支点上ブロックへ精確に反映する必要がありまし
た。そこで、通常シミュレーション仮組立で使うデジタ
ルカメラ3次元計測システムを活用し、再現しました。
　本橋は格点部のガセットや支点上ブロックなど、橋
全体の形状を左右する部材を新規製作していること
から実仮組立を実施しました。
　また、部材の旧塗膜は鉛を含んでいることが判明
したため、除去塗膜の飛散防止と確実な廃棄処分に
配慮した湿式ブラストを採用しました。工場で製作、
仮組立、塗装された部材は架橋地点まで輸送し、ク
レーンと屈折式30ｍ仕様の高所作業車とを併用して
架設しました。
　旧橋を再利用する工事は、現行仕様をいかに満た
すかが課題です。解体、移設を経験することで、昭和
初期に限られた道具と施工技術を駆使した先人たち
の知恵に改めて感嘆しました。再利用は「鋼橋の魅
力」の一つであり、本工事では土木遺産の記録を残
すことができました。永らく愛されてきた旧橋が桜色
に変わり、新天地でシンボルとして今後も活躍するこ
とを期待いたします。
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協会ニュース

令和２年度 ブリッジトークが開催されました
Association news

講義風景

Zoomによるオンライン参加

夜間はライトアップで幻想的に（虹橋No.82より）建設時に出島の形を表現した「出島ポーズ」にて（虹橋No.82より）

渡邉 竜一 様

協会ニュース

令和2年度出前講座
Association news

　橋建協では鋼橋への理解を深めて頂き、将来の担い手となる優秀なエンジニ
アの確保の一環として、全国各地の高専や大学などの教育機関に出前講座と称
して会員会社の第一線で活躍している技術者を講師として派遣しております。
　活動を続けて１３年になりましたが、延べ１４，６１２人もの方々に受講いただ
いております。令和２年度はコロナ禍でありましたのでWEB開催を積極的に活用
し、数は減りましたが１４回の開催と、合計で５０５人の方々に受講頂きました。
　近年はメンテナンスの重要性や海外プロジェクトへの参画についての質問や働
き方改革にかかわる就業スタイルについての質問が各校で頻繁に挙がり、その現
実的な未来志向に我々の意識も新たにさせられます。
　未来の鋼橋エンジニアの誕生に一躍買うことができれば幸甚です。
　出前講座報告は当協会フェイスブックにもアップされています。

学舎に出前致します。 令和2年度出前講座一覧表
No. 学校名

関西大学

岐阜大学

明石工業高等専門学校

北見工業大学

東京都市大学

木更津工業高等専門学校

琉球大学

神戸大学

舞鶴工業高等専門学校

松江工業高等専門学校

広島工業大学

東北大学

豊田工業高等専門学校

山口大学

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　ブリッジトークとは橋建協会員の切磋琢磨の場であり、情報共有や若手技術者のレ
ベルアップを目的とした講義形式の座学の取り組みです。
　取り組みを始めて１１年が経過しました。通算４９回開催していますが、昨年度はコロ
ナ禍の影響で開催は１回のみとなりました。初めてWEBでの開催となり全国から７３名
の参加を頂きました。
　講師には出島表門橋（虹橋No.82にて紹介）のデザインを担当した（株）ネイ＆パートナー
ズジャパンの渡邉竜一氏を迎え、公共物施工にあたり、普段聞くことの無いデザインからの
視点や、『産官学民』とコミュニケーションをとることの重要性などを講演して頂きました。
　今後も橋梁技術の発展のため、さまざまな企画を準備し継続していきます。

日本の橋梁技術の発展と伝承のため

（株）ネイ＆パートナーズジャパン
代表取締役講師

日本橋梁建設協会

公式facebook
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協会ニュース

令和２年度 ブリッジトークが開催されました
Association news

講義風景

Zoomによるオンライン参加

夜間はライトアップで幻想的に（虹橋No.82より）建設時に出島の形を表現した「出島ポーズ」にて（虹橋No.82より）

渡邉 竜一 様

協会ニュース

令和2年度出前講座
Association news

　橋建協では鋼橋への理解を深めて頂き、将来の担い手となる優秀なエンジニ
アの確保の一環として、全国各地の高専や大学などの教育機関に出前講座と称
して会員会社の第一線で活躍している技術者を講師として派遣しております。
　活動を続けて１３年になりましたが、延べ１４，６１２人もの方々に受講いただ
いております。令和２年度はコロナ禍でありましたのでWEB開催を積極的に活用
し、数は減りましたが１４回の開催と、合計で５０５人の方々に受講頂きました。
　近年はメンテナンスの重要性や海外プロジェクトへの参画についての質問や働
き方改革にかかわる就業スタイルについての質問が各校で頻繁に挙がり、その現
実的な未来志向に我々の意識も新たにさせられます。
　未来の鋼橋エンジニアの誕生に一躍買うことができれば幸甚です。
　出前講座報告は当協会フェイスブックにもアップされています。

学舎に出前致します。 令和2年度出前講座一覧表
No. 学校名

関西大学

岐阜大学

明石工業高等専門学校

北見工業大学

東京都市大学

木更津工業高等専門学校

琉球大学

神戸大学

舞鶴工業高等専門学校

松江工業高等専門学校

広島工業大学

東北大学

豊田工業高等専門学校

山口大学
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　ブリッジトークとは橋建協会員の切磋琢磨の場であり、情報共有や若手技術者のレ
ベルアップを目的とした講義形式の座学の取り組みです。
　取り組みを始めて１１年が経過しました。通算４９回開催していますが、昨年度はコロ
ナ禍の影響で開催は１回のみとなりました。初めてWEBでの開催となり全国から７３名
の参加を頂きました。
　講師には出島表門橋（虹橋No.82にて紹介）のデザインを担当した（株）ネイ＆パートナー
ズジャパンの渡邉竜一氏を迎え、公共物施工にあたり、普段聞くことの無いデザインからの
視点や、『産官学民』とコミュニケーションをとることの重要性などを講演して頂きました。
　今後も橋梁技術の発展のため、さまざまな企画を準備し継続していきます。

日本の橋梁技術の発展と伝承のため

（株）ネイ＆パートナーズジャパン
代表取締役講師

日本橋梁建設協会

公式facebook
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協会ニュース Association news 協会ニュースAssociation news

　未来を担う子供たちの憧れの職業でありたい。我々は、そう考え未来への架橋に携
わっています。
　そして鋼橋の魅力を伝えるため、橋の役割や仕事の内容を楽しく理解してもらうた
め、全国各地で小中学校向けの現場見学会を開催しています。どうやって橋を架けて
いくのか、模型を使って分かりやすく説明すると子供たちはキラキラとした真剣なまな
ざしを向け聞いてくれます。
　地域の方々、先生方、ご発注者にご理解を頂きながら、作業現場の見学だけでなく、
さまざまな体験メニューを用意し、橋梁建設現場をより知って頂くよう努めています。
　令和２年度はコロナ禍で見学会の開催は難しい状況でしたが、それでも全国各地で
16回の見学会を開催し、1,274名の児童生徒の皆さんにご参加いただきました。

№ 実施日 実施学校 対象工事 参加人数
（実績）

9 令和2年12月3日 徳島市津田小学校 津田高架橋 109

10 令和2年12月8日 徳島市沖洲小学校 沖洲高架橋 83

11 令和3年1月25日 浜田市立三隅小学校 古市場第一高架橋 25

12 令和3年2月16日 掛川市立原田小学校 正道橋 60

13 令和3年2月17日 富士市立富士川第二小学校 新々富士川橋 60

14 令和3年2月23日 中津市中津隈西子供クラブ 北茂安三田川線（中津隈橋工区）道路整備交付金工事 40

15 令和3年3月10日 豊田市立御蔵小学校 松葉橋 40

16 令和3年3月19日 出雲市立神西幼稚園、私立出雲サンサン保育園 東神西第2高架橋 50

計  1,274人

令和2年度 小中学生等現場見学会実績
№ 実施日 実施学校 対象工事 参加人数

（実績）

1 令和2年7月29日 高知市立高須小学校 高知中央IC第2高架橋 102

2 令和2年8月21日 越前市立北新庄小学校 北陸新幹線武生橋りょう 52

3 令和2年10月3日 余市町後志管内の小学生 登川大橋 20

4 令和2年10月7日 生坂村立生坂小学校 山清路大橋 26

5 令和2年10月13日 城陽市立今池小学校 寺田高架橋 177

6 令和2年10月23日 余市町立大川小学校 登川大橋 40

7 令和2年11月2日 奈良市立飛島小学校 梅之郷北第三高架橋他6橋 90

8 令和2年11月14日 富士宮市民ご家族 新々富士川橋 300

現場見学会
小・中学生

浜田市
立

三隅小
学校

（古市
場第一

高架橋
）

16回の見学会を開催し、1,274名の児童生徒の皆さんにご参加いただきました。

城陽市立今池小学校（寺田高架橋）

掛川市立
原田小学

校

（正道橋
）

富士市立富士川第二小学校
（新々富士川橋）
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協会ニュース Association news 協会ニュースAssociation news

　未来を担う子供たちの憧れの職業でありたい。我々は、そう考え未来への架橋に携
わっています。
　そして鋼橋の魅力を伝えるため、橋の役割や仕事の内容を楽しく理解してもらうた
め、全国各地で小中学校向けの現場見学会を開催しています。どうやって橋を架けて
いくのか、模型を使って分かりやすく説明すると子供たちはキラキラとした真剣なまな
ざしを向け聞いてくれます。
　地域の方々、先生方、ご発注者にご理解を頂きながら、作業現場の見学だけでなく、
さまざまな体験メニューを用意し、橋梁建設現場をより知って頂くよう努めています。
　令和２年度はコロナ禍で見学会の開催は難しい状況でしたが、それでも全国各地で
16回の見学会を開催し、1,274名の児童生徒の皆さんにご参加いただきました。

№ 実施日 実施学校 対象工事 参加人数
（実績）

9 令和2年12月3日 徳島市津田小学校 津田高架橋 109

10 令和2年12月8日 徳島市沖洲小学校 沖洲高架橋 83

11 令和3年1月25日 浜田市立三隅小学校 古市場第一高架橋 25

12 令和3年2月16日 掛川市立原田小学校 正道橋 60

13 令和3年2月17日 富士市立富士川第二小学校 新々富士川橋 60

14 令和3年2月23日 中津市中津隈西子供クラブ 北茂安三田川線（中津隈橋工区）道路整備交付金工事 40

15 令和3年3月10日 豊田市立御蔵小学校 松葉橋 40

16 令和3年3月19日 出雲市立神西幼稚園、私立出雲サンサン保育園 東神西第2高架橋 50

計  1,274人

令和2年度 小中学生等現場見学会実績
№ 実施日 実施学校 対象工事 参加人数

（実績）

1 令和2年7月29日 高知市立高須小学校 高知中央IC第2高架橋 102

2 令和2年8月21日 越前市立北新庄小学校 北陸新幹線武生橋りょう 52

3 令和2年10月3日 余市町後志管内の小学生 登川大橋 20

4 令和2年10月7日 生坂村立生坂小学校 山清路大橋 26

5 令和2年10月13日 城陽市立今池小学校 寺田高架橋 177

6 令和2年10月23日 余市町立大川小学校 登川大橋 40

7 令和2年11月2日 奈良市立飛島小学校 梅之郷北第三高架橋他6橋 90

8 令和2年11月14日 富士宮市民ご家族 新々富士川橋 300

現場見学会
小・中学生

№ 実№ 実施日

浜田市
立

三隅小
学校

（古市
場第一

高架橋
）

城陽市立今池小学校（寺田高架橋）

掛川市立
原田小学

校

（正道橋
）

富士市立富士川第二小学校
（新々富士川橋）
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令和2年度 技術展示会等実績
№ 実施日 出展名 開催場所 主催者 橋建協対応 参加者数

1 令和２年10月14日・15日 建設技術フェア2020 in 中部 吹上ホール
（名古屋市中小企業振興会館）中部地方整備局 後援・出展 13,060人

2 令和２年10月20日・21日 九州建設技術フォーラム2020 福岡国際会議場 九州建設技術フォーラム
実行委員会

実行委員
出展 2,343人

3 令和２年10月21日・22日
建設技術展2020
近畿　ええもん技術 使こて、
ええモン創ろ！

マイドームおおさか 日刊建設工業新聞社
(一社)近畿建設協会 共催・出展 13,614人

4 令和２年11月6日・7日 ふれあい土木展 近畿地方整備局 
近畿技術事務所 近畿地方整備局 出展 1,313人

5 令和2年11月28日
南河内の土木遺産  (11月7日
～29日）にて「ペーパークラフ
トによる橋作り体験」イベント

大阪府立狭山池博物館
大阪府立狭山池博物館・
大阪狭山市立郷土資料
館協働運営委員会

後援・出展 98人

合計  30,428人

令和2年度 橋梁模型コンテスト実績
№ 実施日 出展名 開催場所 主催者 橋建協対応 参加組数

1 令和２年10月21日・22日 建設技術展2020
橋梁模型製作コンテスト マイドームおおさか 日刊建設工業新聞社

(一社)近畿建設協会 
共催

<審査員>
一般部門：20チーム
学生部門：44チーム

協会ニュース

令和2年度技術展示会＆橋梁模型コンテスト
Association news 協会ニュースAssociation news

2九州建設技術フォーラム2020

3建設技術展2020　近畿　ええもん技術 使こて、ええモン創ろ！

1建設技術フェア2020
　in 中部

4ふれあい土木展

5南河内の土木遺産(11月7日～29日）にて
　「ペーパークラフトによる橋作り体験」イベント

　橋建協では、出来る限り多くの方々に鋼橋の魅力を知っ
てもらうため、全国で開催される建設技術フェアなどのイ
ベントにブースを出展しています。しかし昨年度はコロナ
禍の影響を受け、出展機会も激減してしまいました。
　ブースでは最新の橋梁
技術をパネルで紹介した
り、お子様向けに橋のパズ
ルが体験できるコーナー
を設置したりしています。
また様々な技術パンフレッ
トやグッズも配布しており
ますので、ご来場の際はぜ
ひ橋建協ブースへお立ち寄
りください。
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令和2年度 技術展示会等実績
№ 実施日 出展名 開催場所 主催者 橋建協対応 参加者数

1 令和２年10月14日・15日 建設技術フェア2020 in 中部 吹上ホール
（名古屋市中小企業振興会館）中部地方整備局 後援・出展 13,060人

2 令和２年10月20日・21日 九州建設技術フォーラム2020 福岡国際会議場 九州建設技術フォーラム
実行委員会

実行委員
出展 2,343人

3 令和２年10月21日・22日
建設技術展2020
近畿　ええもん技術 使こて、
ええモン創ろ！

マイドームおおさか 日刊建設工業新聞社
(一社)近畿建設協会 共催・出展 13,614人

4 令和２年11月6日・7日 ふれあい土木展 近畿地方整備局 
近畿技術事務所 近畿地方整備局 出展 1,313人

5 令和2年11月28日
南河内の土木遺産  (11月7日
～29日）にて「ペーパークラフ
トによる橋作り体験」イベント

大阪府立狭山池博物館
大阪府立狭山池博物館・
大阪狭山市立郷土資料
館協働運営委員会

後援・出展 98人

合計  30,428人

令和2年度 橋梁模型コンテスト実績
№ 実施日 出展名 開催場所 主催者 橋建協対応 参加組数

1 令和２年10月21日・22日 建設技術展2020
橋梁模型製作コンテスト マイドームおおさか 日刊建設工業新聞社

(一社)近畿建設協会 
共催

<審査員>
一般部門：20チーム
学生部門：44チーム

協会ニュース

令和2年度技術展示会＆橋梁模型コンテスト
Association news 協会ニュースAssociation news

2九州建設技術フォーラム2020

3建設技術展2020　近畿　ええもん技術 使こて、ええモン創ろ！

1建設技術フェア2020
　in 中部

4ふれあい土木展

5南河内の土木遺産(11月7日～29日）にて
　「ペーパークラフトによる橋作り体験」イベント

　橋建協では、出来る限り多くの方々に鋼橋の魅力を知っ
てもらうため、全国で開催される建設技術フェアなどのイ
ベントにブースを出展しています。しかし昨年度はコロナ
禍の影響を受け、出展機会も激減してしまいました。
　ブースでは最新の橋梁
技術をパネルで紹介した
り、お子様向けに橋のパズ
ルが体験できるコーナー
を設置したりしています。
また様々な技術パンフレッ
トやグッズも配布しており
ますので、ご来場の際はぜ
ひ橋建協ブースへお立ち寄
りください。
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協会ニュース

令和2年度 表彰 受賞者の紹介

令和2年度 奨励賞受賞者 会長特別賞
広報委員会 戦略広報グループ

Association news

　令和2年度の伊藤學賞を受賞いたしましたことは、大変名誉な
ことと思うとともに、これまで私を支えて下さった全ての皆様、そ
して私を伊藤學賞に選んでいただいた伊藤學先生をはじめ表彰
委員会の皆様と日本橋梁建設協会の満岡会長に、この場をお借り
し、深く感謝の言葉を申し上げます。
　私は昭和31年の建設省入省以来、行政側の視点から長大橋建
設に関わる多くの機会に恵まれ、昭和48年には本州四国連絡橋
公団に出向し、当該業務を直に遂行する天命とも言える立場を与
えられ、昭和61年には東京湾横断道路株式会社にて東京湾アク
アライン連絡道の建設に参画させていただくという幸運を授か
り、多くの方々との交流を通じてご支援いただき、今日まで歩んで
参りました。
　それ故、伊藤學賞は私個人がいただいたものではなく、これま
で関係のあった皆様とともに受賞できたものと思っております。
　改めて、栄誉ある受賞に深く感謝申し上げます。

■「伊藤學賞」候補者推薦要項

宮地エンジニアリング（株）
特別社友

澤井 廣之氏

伊藤學賞をいただいて

伊藤學
賞

　株式会社長大の深谷です。日本橋梁建設協会の技術功労賞と
いう非常に名誉な賞を受賞させていただき、誠に光栄です。
　私は1980年に現在の長大に入社して現在までの42年間、橋梁
設計・施工管理に携わってきました。吊橋では明石海峡大橋、白鳥
大橋及び豊島大橋、斜張橋では名港中央大橋、多々羅大橋、鷹島
肥前大橋、生名橋および岩城橋に携わり、風洞試験に基づく動的
耐風設計の経験を積むことができ、明石海峡大橋3次元弾性模型
設計、明石海峡大橋と多々羅大橋のガスト応答解析にもとづく風
荷重評価にも携わり、本州四国連絡橋耐耐風設計基準(2001)･
同解説に反映されています。
　海外では、メシナ海峡横断橋の入札設計、中国の長江に掛かる
長大吊橋・斜張橋の設計施工審査、韓国の永宗大橋詳細設計・施
工監理及び第三ボスポラス橋の施工監理に携わりました。
　本四耐風委員会や架橋委員会等に参加し、大先生にご指導を
いただきました。この場を借りて感謝申し上げます。

(株)長大　海外事業本部
海外技術部　技師長

深谷 茂広氏

技術功労賞受賞にあたって

技術
功労賞

　このたびは栄えある日本橋梁建設協会　技術貢献賞を頂戴し
大変光栄に思っております。
　受賞の理由である「日本の橋梁建設技術の海外への普及」は、
日本の橋梁関係者のみなさまが長年にわたり築き上げてきた高
い技術があればこそ可能となります。またその高い技術を実際に
海外で具現化するには環境、文化、商習慣の差を乗り越えて工事
を遂行しているみなさまのご尽力が不可欠です。
　この場をお借りして協会はじめ関係者のみなさまに改めまして
感謝の意を表したいと思います。今後も日本の「質の高いインフ
ラ」を代表する橋梁技術で世界各国の「くらしの礎」に貢献できる
よう、取り組みを続けていきたいと考えております。

JFEエンジニアリング(株)　常務執行役員
社会インフラ本部　海外事業本部

綿引 透氏

技術功労賞受賞にあたって

技術
功労賞

JFEエンジニアリング(株)　常務執行役員
社会インフラ本部　海外事業本部

長年にわたり、鋼橋に関連する業務に従事し、我が
国の鋼橋技術の進歩・発展に寄与するとともに鋼
橋を通じて社会に貢献した者。
鋼橋に関連がある学・協会・法人あるいはそれに所
属する個人、並びに当協会会員会社。
所定の様式による推薦書コピー１部とその電子
データを協会事務局まで提出願います。なお、別に
審議に必要な資料を添付することは
妨げません。推薦書の様式は協会事務局に用意し
てある用紙、あるいは協会ホームページに掲載し
ているファイルを参照願います。
毎年6月末日必着
当協会表彰委員会が審査を行います。
当協会「橋梁技術発表会（東京地区）」時に表彰を行
います。
〒105-0003  東京都港区西新橋１丁目６番１１号
一般社団法人 日本橋梁建設協会「伊藤學賞」
表彰委員会
Tel. 03-3507-5225　Fax. 03-3507-5235
当協会ホームページアドレス https://www.jasbc.or.jp/
当協会メールアドレス jba@jasbc.or.jp

候補対象者

推  薦  者

推 薦 方 法
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戦略広報WGは「鋼橋業界の将来の担い手を継続的に確保すること」を目的として、令
和元年度より活動を開始しています。WGは運営委員と12名の若手で構成されていて、リ
モートを併用した会合を毎月1回開催し、新たな広報活動について検討を進めています。

2年目となる令和2年度は、ターゲット（中学生・高校生）に対する広報手段の具体的検
討および運用を行ってまいりました。今回は「インスタグラム」「イメージキャラクター」
「橋建協HP」に関する現在の広報活動ついて紹介させていただきます。

戦略広報WGの活動紹介

写真に特化したSNSであるインスタグラムを利用して、様々な方向か
ら橋梁業界の魅力を発信しています。明治の古い橋から完成直後の橋
にいたるまで橋の映え写真を紹介文とともに定期的に投稿しています。
就職活動期の3月から5月にかけては「#3roots(インタビューシリーズ)」
と題して、若手の視点から、橋梁業界に入ったきっかけ、思い出の橋、業
界の魅力の紹介を毎週投稿しました。また、フォロワー向けの企画として
「#橋の写真コンテスト」を実施しました。400枚を超える応募の中から
優秀作品を選出し、プレゼントをお贈りしました。今後も橋梁業界の魅
力を発信していきます。

インスタグラムによる橋梁業界の魅力発信

WGの活動方針や、提案した各種コンテンツ
の魅力や想いを伝えるため、戦略広報WGの
ホームページを作成しました。ページ全体は、一
般に広く親しみを持っていただけるようなポップ
なデザインとしました。とても魅力的なページに
なっていますので是非ご覧ください。WGで提
案したタグラインやイメージキャラクターの紹
介、WGで運営しているSNS(インスタグラムや
ツイッター)へのリンクを載せているほか、各種
情報へのリンクも掲載しています。今後も更新し
ていくので、楽しみにしてください。

橋建協HP内に戦略広報
WGページ作成

1年目に誕生したイメージキャラクターの設定をメンバーで決定
し、「ケン・ブリッちくん」として土木の日（11月18日）に正式デビュー
しました。今年度はコロナの影響もあり、イベントが少なかったので
すが、グッズ展開としてキャラクターシールを作成し、イベントで配
布することができました。また、グッズ展開に必要な商標登録の取得
も併せて行いました。現在、LINE STOREにてケン・ブリッちくんの
ラインスタンプを発売中ですので是非チェックしてみて下さい。今後
もキャラクターの知名度向上のため、新たなグッズ製作（ぬいぐる
み、LaQ他）を進めてまいります。

イメージキャラクターを活用したグッズ展開

https://www.jasbc.or.jp/activity/wg/

TOPICS
最新ト

ピック
ス

URL

「ケン・ブリッちくん」
LINEスタンプ
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協会ニュース

令和2年度 表彰 受賞者の紹介

令和2年度 奨励賞受賞者 会長特別賞
広報委員会 戦略広報グループ

Association news

　令和2年度の伊藤學賞を受賞いたしましたことは、大変名誉な
ことと思うとともに、これまで私を支えて下さった全ての皆様、そ
して私を伊藤學賞に選んでいただいた伊藤學先生をはじめ表彰
委員会の皆様と日本橋梁建設協会の満岡会長に、この場をお借り
し、深く感謝の言葉を申し上げます。
　私は昭和31年の建設省入省以来、行政側の視点から長大橋建
設に関わる多くの機会に恵まれ、昭和48年には本州四国連絡橋
公団に出向し、当該業務を直に遂行する天命とも言える立場を与
えられ、昭和61年には東京湾横断道路株式会社にて東京湾アク
アライン連絡道の建設に参画させていただくという幸運を授か
り、多くの方々との交流を通じてご支援いただき、今日まで歩んで
参りました。
　それ故、伊藤學賞は私個人がいただいたものではなく、これま
で関係のあった皆様とともに受賞できたものと思っております。
　改めて、栄誉ある受賞に深く感謝申し上げます。

■「伊藤學賞」候補者推薦要項

宮地エンジニアリング（株）
特別社友

澤井 廣之氏

伊藤學賞をいただいて

伊藤學
賞

　株式会社長大の深谷です。日本橋梁建設協会の技術功労賞と
いう非常に名誉な賞を受賞させていただき、誠に光栄です。
　私は1980年に現在の長大に入社して現在までの42年間、橋梁
設計・施工管理に携わってきました。吊橋では明石海峡大橋、白鳥
大橋及び豊島大橋、斜張橋では名港中央大橋、多々羅大橋、鷹島
肥前大橋、生名橋および岩城橋に携わり、風洞試験に基づく動的
耐風設計の経験を積むことができ、明石海峡大橋3次元弾性模型
設計、明石海峡大橋と多々羅大橋のガスト応答解析にもとづく風
荷重評価にも携わり、本州四国連絡橋耐耐風設計基準(2001)･
同解説に反映されています。
　海外では、メシナ海峡横断橋の入札設計、中国の長江に掛かる
長大吊橋・斜張橋の設計施工審査、韓国の永宗大橋詳細設計・施
工監理及び第三ボスポラス橋の施工監理に携わりました。
　本四耐風委員会や架橋委員会等に参加し、大先生にご指導を
いただきました。この場を借りて感謝申し上げます。

(株)長大　海外事業本部
海外技術部　技師長

深谷 茂広氏

技術功労賞受賞にあたって

技術
功労賞

　このたびは栄えある日本橋梁建設協会　技術貢献賞を頂戴し
大変光栄に思っております。
　受賞の理由である「日本の橋梁建設技術の海外への普及」は、
日本の橋梁関係者のみなさまが長年にわたり築き上げてきた高
い技術があればこそ可能となります。またその高い技術を実際に
海外で具現化するには環境、文化、商習慣の差を乗り越えて工事
を遂行しているみなさまのご尽力が不可欠です。
　この場をお借りして協会はじめ関係者のみなさまに改めまして
感謝の意を表したいと思います。今後も日本の「質の高いインフ
ラ」を代表する橋梁技術で世界各国の「くらしの礎」に貢献できる
よう、取り組みを続けていきたいと考えております。

JFEエンジニアリング(株)　常務執行役員
社会インフラ本部　海外事業本部

綿引 透氏

技術功労賞受賞にあたって

技術
功労賞

長年にわたり、鋼橋に関連する業務に従事し、我が
国の鋼橋技術の進歩・発展に寄与するとともに鋼
橋を通じて社会に貢献した者。
鋼橋に関連がある学・協会・法人あるいはそれに所
属する個人、並びに当協会会員会社。
所定の様式による推薦書コピー１部とその電子
データを協会事務局まで提出願います。なお、別に
審議に必要な資料を添付することは
妨げません。推薦書の様式は協会事務局に用意し
てある用紙、あるいは協会ホームページに掲載し
ているファイルを参照願います。
毎年6月末日必着
当協会表彰委員会が審査を行います。
当協会「橋梁技術発表会（東京地区）」時に表彰を行
います。
〒105-0003  東京都港区西新橋１丁目６番１１号
一般社団法人 日本橋梁建設協会「伊藤學賞」
表彰委員会
Tel. 03-3507-5225　Fax. 03-3507-5235
当協会ホームページアドレス https://www.jasbc.or.jp/
当協会メールアドレス jba@jasbc.or.jp
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戦略広報WGは「鋼橋業界の将来の担い手を継続的に確保すること」を目的として、令
和元年度より活動を開始しています。WGは運営委員と12名の若手で構成されていて、リ
モートを併用した会合を毎月1回開催し、新たな広報活動について検討を進めています。

2年目となる令和2年度は、ターゲット（中学生・高校生）に対する広報手段の具体的検
討および運用を行ってまいりました。今回は「インスタグラム」「イメージキャラクター」
「橋建協HP」に関する現在の広報活動ついて紹介させていただきます。

戦略広報WGの活動紹介

写真に特化したSNSであるインスタグラムを利用して、様々な方向か
ら橋梁業界の魅力を発信しています。明治の古い橋から完成直後の橋
にいたるまで橋の映え写真を紹介文とともに定期的に投稿しています。
就職活動期の3月から5月にかけては「#3roots(インタビューシリーズ)」
と題して、若手の視点から、橋梁業界に入ったきっかけ、思い出の橋、業
界の魅力の紹介を毎週投稿しました。また、フォロワー向けの企画として
「#橋の写真コンテスト」を実施しました。400枚を超える応募の中から
優秀作品を選出し、プレゼントをお贈りしました。今後も橋梁業界の魅
力を発信していきます。

インスタグラムによる橋梁業界の魅力発信

WGの活動方針や、提案した各種コンテンツ
の魅力や想いを伝えるため、戦略広報WGの
ホームページを作成しました。ページ全体は、一
般に広く親しみを持っていただけるようなポップ
なデザインとしました。とても魅力的なページに
なっていますので是非ご覧ください。WGで提
案したタグラインやイメージキャラクターの紹
介、WGで運営しているSNS(インスタグラムや
ツイッター)へのリンクを載せているほか、各種
情報へのリンクも掲載しています。今後も更新し
ていくので、楽しみにしてください。

橋建協HP内に戦略広報
WGページ作成

1年目に誕生したイメージキャラクターの設定をメンバーで決定
し、「ケン・ブリッちくん」として土木の日（11月18日）に正式デビュー
しました。今年度はコロナの影響もあり、イベントが少なかったので
すが、グッズ展開としてキャラクターシールを作成し、イベントで配
布することができました。また、グッズ展開に必要な商標登録の取得
も併せて行いました。現在、LINE STOREにてケン・ブリッちくんの
ラインスタンプを発売中ですので是非チェックしてみて下さい。今後
もキャラクターの知名度向上のため、新たなグッズ製作（ぬいぐる
み、LaQ他）を進めてまいります。

イメージキャラクターを活用したグッズ展開

https://www.jasbc.or.jp/activity/wg/

TOPICS
最新ト

ピック
ス

URL

「ケン・ブリッちくん」
LINEスタンプ
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当協会では、2017年度よりi-Bridge推進特別WGを設置し、ICTの鋼橋事業への適用性について検討してきました。
2021年度より、ICT活用のさらなる推進のために「i-Bridge適用工事制度」を施行します。また本WGは「DX推進特別小
委員会」として装いを新たにしてDX推進活動へと継承されます。

i-Bridge推進活動

目的
■ i-Bridge活用状況の見える化
■ 良い活用事例の紹介・展開
■ 協会推進活動へフィードバック
■ 協会外活動へフィードバック

i-Bridge適用工事要件
■ 必須条件
  （ASP・BIM/CIM活用）
■ 選択条件
  （設計･製作･架設の各条件）

i-Bridgeのロゴマーク

従来型
従来型とB-mapの比較

B-map

手動で電子地図にプロット被災橋梁の抽出

点検方法

自動でプロット

１ヶ月（各社）①事前準備 ー
１０日程度②点検 １０日程度
１ヶ月（各社）③点検シート ー
2ヶ月④協会まとめ ー

被災した橋梁全て対象 主に被災した橋梁

４ヶ月程度報告書提出 １０日程度
（点検後リアルタイム）

デジカメ＋野帳
↓

点検シートへの記入

タブレットによる入力・撮影
↓

点検シート自動作成

DX推進活動へ進化
TOPICS
最新トピックス

i-Bridge適用工事制度スタート
当協会では、高所からの墜落・転落災害防止に重点的に取り組んでいます。その支援システムとして「作業員の高度

モニタリングシステム　Safe-Tracker」を開発しました。その特徴は下記の通りです。
①作業員の安全帯に取り付け、リアルタイムに作業員の作業高度の把握が可能。
②現場監督、作業主任者に警報を送信し、高所作業中の作業員への確実な安全帯使用指導が可能。
③携帯基地局等が不要であり、使用電力も小さいためバッテリー切れ等へのリスクが小さい。

Safe-Trackerの開発

当協会では、大規模の震災時に迅速かつ適切
に対応するために、災害時の鋼橋の点検を効率
化するシステム「B-map」の開発を進めていま
す。B-mapは電子地図上に橋梁位置を示し、橋
梁情報、点検シートを格納・閲覧するシステムで
あり、地震時には気象庁からの地震情報を入手
し、点検すべき橋梁を自動的に抽出することが
できます。また、点検時にはモバイル端末等を使
用し対話式入力や撮影した写真によって、自動
的に点検シートが作成でき、結果がサーバーに
保管されるシステムとなっています。開発は
2019年度からシステム開発に着手し、2020年
度にはプロトタイプの開発を完了。2021年度は
試験的なデータベースの構築を、一部の道路管
理者と共同して構築を行う予定です。

B-mapの開発

協会会員のBIM/CIM活用状況として、国交省で設定されているリクワイアメ
ントの実施状況を紹介します。
「属性情報の付与」、「干渉チェック・動線チェック」、「架設シミュレーション」の
可視化による関係者間の合意形成が主となっており、幾つかの活用事例を紹介
します。

左図は、排水装置と取付金具及び下部工検査路との干渉チェックを実施したものです。位置関係や取り合いが製作に支
障ないことを確認しています。右図は、施工現場の環境を点群データで取得し、クレーンやベント、架設ステップと統合した
モデルで架設計画を検討している事例です。橋桁と電線の干渉が確認され、電線の移設協議に活用しています。

BIM/CIMの活用状況

2021年度より

B-map システム
システム

協会対策本部道路管理者対策本部

点検結果閲覧 点検結果閲覧

参照

格納

点検支
援

データーベース
（台帳）

点検支援システム
（モバイル通信機器）

❶高所作業者の検知（IoTデバイスの開発）
❷作業員の一元管理（スマホアプリの開発）
❸アラート機能実装（プッシュ通知の開発） データ

アラート
通知

キャリアクラウド
サーバー

気象庁
リアルタイム
データー

データ
ベース

クラウド
サーバー

アプリ・ウェブサービス
表示制限

デバイス登録・管理
ユーザー登録・管理
データ検索・照会高所作業検知

アラート通知

LPWA基地局

携帯電話基地局
❸アラートの
　通知

❶高所作業の
　検知

❷スマホアプリで
　一元管理
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当協会では、2017年度よりi-Bridge推進特別WGを設置し、ICTの鋼橋事業への適用性について検討してきました。
2021年度より、ICT活用のさらなる推進のために「i-Bridge適用工事制度」を施行します。また本WGは「DX推進特別小
委員会」として装いを新たにしてDX推進活動へと継承されます。

i-Bridge推進活動

目的
■ i-Bridge活用状況の見える化
■ 良い活用事例の紹介・展開
■ 協会推進活動へフィードバック
■ 協会外活動へフィードバック

i-Bridge適用工事要件
■ 必須条件
  （ASP・BIM/CIM活用）
■ 選択条件
  （設計･製作･架設の各条件）

i-Bridgeのロゴマーク

従来型
従来型とB-mapの比較

B-map

手動で電子地図にプロット被災橋梁の抽出

点検方法

自動でプロット

１ヶ月（各社）①事前準備 ー
１０日程度②点検 １０日程度
１ヶ月（各社）③点検シート ー
2ヶ月④協会まとめ ー

被災した橋梁全て対象 主に被災した橋梁

４ヶ月程度報告書提出 １０日程度
（点検後リアルタイム）

デジカメ＋野帳
↓

点検シートへの記入

タブレットによる入力・撮影
↓

点検シート自動作成

DX推進活動へ進化
TOPICS
最新トピックス

i-Bridge適用工事制度スタート
当協会では、高所からの墜落・転落災害防止に重点的に取り組んでいます。その支援システムとして「作業員の高度

モニタリングシステム　Safe-Tracker」を開発しました。その特徴は下記の通りです。
①作業員の安全帯に取り付け、リアルタイムに作業員の作業高度の把握が可能。
②現場監督、作業主任者に警報を送信し、高所作業中の作業員への確実な安全帯使用指導が可能。
③携帯基地局等が不要であり、使用電力も小さいためバッテリー切れ等へのリスクが小さい。

Safe-Trackerの開発

当協会では、大規模の震災時に迅速かつ適切
に対応するために、災害時の鋼橋の点検を効率
化するシステム「B-map」の開発を進めていま
す。B-mapは電子地図上に橋梁位置を示し、橋
梁情報、点検シートを格納・閲覧するシステムで
あり、地震時には気象庁からの地震情報を入手
し、点検すべき橋梁を自動的に抽出することが
できます。また、点検時にはモバイル端末等を使
用し対話式入力や撮影した写真によって、自動
的に点検シートが作成でき、結果がサーバーに
保管されるシステムとなっています。開発は
2019年度からシステム開発に着手し、2020年
度にはプロトタイプの開発を完了。2021年度は
試験的なデータベースの構築を、一部の道路管
理者と共同して構築を行う予定です。

B-mapの開発

協会会員のBIM/CIM活用状況として、国交省で設定されているリクワイアメ
ントの実施状況を紹介します。
「属性情報の付与」、「干渉チェック・動線チェック」、「架設シミュレーション」の
可視化による関係者間の合意形成が主となっており、幾つかの活用事例を紹介
します。

左図は、排水装置と取付金具及び下部工検査路との干渉チェックを実施したものです。位置関係や取り合いが製作に支
障ないことを確認しています。右図は、施工現場の環境を点群データで取得し、クレーンやベント、架設ステップと統合した
モデルで架設計画を検討している事例です。橋桁と電線の干渉が確認され、電線の移設協議に活用しています。

BIM/CIMの活用状況

2021年度より

B-map システム
システム

協会対策本部道路管理者対策本部
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援

データーベース
（台帳）

点検支援システム
（モバイル通信機器）

❶高所作業者の検知（IoTデバイスの開発）
❷作業員の一元管理（スマホアプリの開発）
❸アラート機能実装（プッシュ通知の開発） データ

アラート
通知

キャリアクラウド
サーバー

気象庁
リアルタイム
データー

データ
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サーバー

アプリ・ウェブサービス
表示制限

デバイス登録・管理
ユーザー登録・管理
データ検索・照会高所作業検知

アラート通知

LPWA基地局

携帯電話基地局
❸アラートの
　通知

❶高所作業の
　検知

❷スマホアプリで
　一元管理
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北海道事務所 東北事務所

関東事務所 北陸事務所

中部事務所 近畿事務所

中国事務所 四国事務所

九州事務所 沖縄事務所

〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西１４丁目3-23
（札幌泉ビル）巴コーポレーション 内
TEL 011-232-0303　FAX 011-232-0303

〒980-0021 仙台市青葉区中央1-6-35
（東京建物仙台ビル）川田工業 内
TEL 022-262-4855　FAX 022-262-4855

令和3年7月1日現在

所　長
　巴 土肥 伸介

副所長 副所長
瀧　上 内田 興明 横　河 高間 雅人

幹　事
ＩＩＳ

日ファブ

川　田

釧　路

駒ハル

佐　藤

吉室 晃逸
土井 　章
鹿戸 秀規
松原 弘晃
竹本 　智
相馬 英敏

楢　崎

日　立

宮　地

古田 英志
仲谷 栄剛
斎木 　敦

令和3年度 地区事務所 一覧表

所　長
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〒105-0003 東京都港区西新橋1-6-11
（西新橋光和ビル）
TEL 03-3507-5225　FAX 03-3507-5235

〒950-0087 新潟市中央区東大通1-3-10　
(大樹生命新潟ﾋﾞﾙ）ＩＨＩ 内
TEL 025-244-8641　FAX 025-244-8641

〒456-8691 名古屋市熱田区三本松町１番１号
日本車輌製造 内
TEL 052-883-8770　FAX 052-883-8770

〒550-0005 大阪市西区西本町１－８－２
（三晃ビル）
TEL 06-6533-3238　FAX 06-6535-5086

〒730-0036 広島市中区袋町３－１７　シシンヨービル
（シシンヨ－ビル）日立造船 内
TEL 082-243-6663　FAX 082-243-6663

〒764-8520 香川県仲多度郡多度津町西港町１７
川田工業 内
TEL 0877‐32‐0006　FAX 0877‐32‐0006

〒810-0004 福岡県福岡市中央区渡辺通2-1-82
(電気ﾋﾞﾙ北館)IHIインフラシステム 内
TEL 092-732-0101　FAX 092-732-0101

〒900-0021 沖縄県那覇市泉崎2-103-28　
宮地エンジニアリング 内
TEL 098-836-3670　FAX 098-836-2326

橋の相談室
B r  i  d  g  e    c  o  n  s  u  l  t  a  t  i  o  n    r  o  o  m

架設
21%

保全
19%

防食9%

製作8%

その他
6%

設計
27%

施工者
【製作・架設・保全】

発注者
【発注・橋梁管理】

設計者（建設コンサルタント）
【設計・点検・施工管理】

発注前の案件
守秘の徹底

施工面の相談
製作・架設関係を
積極的に支援

設計的な相談
特殊構造は
相談対応可能

広範囲な支援
設計・施工・積算等

橋の相談室橋の相談室

鋼橋建設における3者の関係と相談室の位置づけ

☎03-3507-5236 03-3507-5235
協会HPでは、各種技術資料、統計データ、Q&A、出版物概要、
技術者向け情報等を掲載していますので、ご活用下さい。

検索

詳細はHPからもご覧いただけます。

https://www.jasbc.or.jp/soudan/index.php

橋建協 橋の相談室

床版
10%

◉鋼橋計画時の留意点、耐久性向上の留意点
◉架設を考慮した構造形式、・架設工法の妥当性、特殊条件下での架設工法
◉溶接施工に関する留意点、塗装に関する留意点、耐候性鋼に関する留意点
◉鋼橋の長寿命化・機能向上、劣化・損傷部の補修・補強事例
◉合成床版の留意点、鋼床版構造の留意点
　等々、鋼橋の技術に関するご相談は下記にお問い合わせ下さい。 相談の分野別グラフ

（約334件の内訳）

　「橋の相談室」は平成22年6月発足以来、様々な分野の方々から多くの相談
を受けてきました。令和2年度1年間の協会への相談件数は全体で約334件で
した。このうち、126件余が守秘を要する個別工事に関する相談で、専任の技術
顧問が対応しました。

「優良な財産」を次世代へ
受け渡すために、鋼橋エンジニ
アの知識・経験を提供します。
特に、ご発注者様からの発
注前のご相談に対し、守秘を
徹底した応談体制にて対応さ
せていただいております。ま
た、設計コンサルタント様に対
しては、施工面の相談を中心
に豊富な施工経験をもって対
応させて頂いております。
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関東事務所 北陸事務所

中部事務所 近畿事務所

中国事務所 四国事務所

九州事務所 沖縄事務所

〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西１４丁目3-23
（札幌泉ビル）巴コーポレーション 内
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◉架設を考慮した構造形式、・架設工法の妥当性、特殊条件下での架設工法
◉溶接施工に関する留意点、塗装に関する留意点、耐候性鋼に関する留意点
◉鋼橋の長寿命化・機能向上、劣化・損傷部の補修・補強事例
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　等々、鋼橋の技術に関するご相談は下記にお問い合わせ下さい。 相談の分野別グラフ

（約334件の内訳）

　「橋の相談室」は平成22年6月発足以来、様々な分野の方々から多くの相談
を受けてきました。令和2年度1年間の協会への相談件数は全体で約334件で
した。このうち、126件余が守秘を要する個別工事に関する相談で、専任の技術
顧問が対応しました。

「優良な財産」を次世代へ
受け渡すために、鋼橋エンジニ
アの知識・経験を提供します。
特に、ご発注者様からの発
注前のご相談に対し、守秘を
徹底した応談体制にて対応さ
せていただいております。ま
た、設計コンサルタント様に対
しては、施工面の相談を中心
に豊富な施工経験をもって対
応させて頂いております。
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2022年「季節の壁紙カレンダー」用写真 募集

応募資格 アマチュアの方に限ります。

応募作品の規格 デジタルカメラで撮影したもの（データ形式：
JPEG、500万画素以上を推奨）。ただし、組写
真や合成写真等は不可。

応募方法 下記内容を【事務局・送付先】まで宅配便または、E
メールでお送り下さい。（インターネット等を利用しても可）
①記入した応募用紙
②写真データ（宅配便の場合はCD-ROM等にコピーしてください）

応募期限

作品掲載

2021年11月15日　到着分まで

（一社）日本橋梁建設協会ホームページ「鋼橋の壁
紙カレンダー」画面に掲載します。 

審査方法
●（一社）日本橋梁建設協会 広報委員会で審査し、

採用写真(12点)を選定します。
●採用の可否につきましては、12月上旬当協会

ホームページ上に発表します。 

事務局・送付先
〒105-0003
東京都港区西新橋1丁目6番11号
一般社団法人日本橋梁建設協会　広報委員会　宛
TEL：03-3507-5225
Eメールアドレス：jba@jasbc.or.jp
橋建協ホームページ：www.jasbc.or.jp

応募上の注意点 ●応募作品は、自作・未発表のものに限ります。
●応募数に制限はありませんが、出来る限り四季に渡っ

たものをお願いします。
●応募作品は下記内容を記載した応募用紙（別添）を必

ず添付して下さい。
　①撮影者（職業・氏名・年齢・住所・電話番号）　②撮影年月日　
　③撮影場所（分かる範囲で）　　④橋名（分かる場合）
●投稿された写真の著作権は投稿者個人に属します

が、版権は主催者に帰属するものとします。
●応募作品は返却致しません。
●応募に関わる費用は、応募者でご負担ください。
※ご不明な点は、【事務局・送付先】までご連絡下さい。

風景・人物等自由な主題の写真で「鉄の橋」が重要な構成要素の
一部となっている作品を募集します。※鋼橋に限ります

応募要項

採用された
写真１枚につき

クオカード1万円分と
応募者全員に
粗品を贈呈











❶ 橋建協紹介 協会概要、組織、所在地等

❷ 出版物 橋建協発行の書籍、パンフレット、技術資料

❸ 活動情報 協会並びに関係団体の講演会
講習会のお知らせや研究活動内容

❹ 技術者向け情報 橋梁年鑑、技報、技術短信、鋼橋Q&Aと
鋼橋に関する技術情報のコンテンツ

❺ 一般向け情報 橋の魅力を紹介するコンテンツ

季節の壁紙カレンダープレゼント

｜ご挨拶｜概要｜五つの誓い｜組織｜役員｜事務局員
｜各委員会活動｜会員会社｜定款｜事業報告｜所在地

｜出版物｜技術資料｜技術短信｜橋梁年鑑（電子版）｜虹橋
｜デザインデータブック｜各種パンフレット

｜東日本大震災への取組み｜橋の相談室｜講演会・講習会
｜橋梁技術発表会資料｜ブリッジトーク｜出前講座｜小学生現場見学会
｜登録橋梁基幹技能者講習｜伊藤 學賞｜各種受賞実績

｜鋼橋へのアプローチ｜鋼橋の架設｜鋼橋の製作
●これから橋梁を学ぶ皆様向け

｜鋼橋のQ＆A｜橋梁年鑑データベース｜技術資料｜技報データベース
｜技術短信｜鋼橋の統計データ｜耐候性鋼橋梁の実績資料集
｜耐候性鋼橋 さび外観評価補助システム

●橋梁技術者の皆様向け

｜橋の写真館｜橋のデータ館
｜橋がつなぐみんなの未来
｜キッズコーナー｜橋の壁紙
｜小学生現場見学会
｜季節の壁紙カレンダープレゼント

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町12 
※一般書店（東京官書普及株式会社以外）では取り扱っておりません。

東京官書普及株式会社　TEL 03-3291-5773

03-3291-5780FAX

購入方法

SNSで橋梁の魅力や橋にまつわることを発信しています！

検索橋建協 活動情報
https://www.jasbc.or.jp/activity/

橋
建
協
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。

https://www.jasbc.or.jp

❶ ❷ ❸

❹ ❺

直接
一般社団法人 日本橋梁建設協会の窓口にてお頒けします。
※協会員に限り、協会窓口からの郵送をお受けいたします。

郵送・宅送
下記の販売代行店へFAXでお申し込み下さい。

ケン・ブリッちくんの
LINEスタンプ
発売中です♪
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橋建協ではオリジナルジグソーパズル・ペーパークラフトを製作しています。 今年（第8弾）は、「気仙沼湾横断橋と気仙沼大島大橋」で
す。今後主催する各種イベント、小学生現場見学会、出前講座、壁紙カレンダーへの応募で入手可能となっております。

オリジナルジグソーパズル協橋建 オリジナルペーパークラフト橋 協建
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